
　
世
界
に
誇

る
我
が
国
の

医
療
制
度

は
、
医
療
法

上
、
①
自
由
開
業
制
②
非
営
利

原
則
（
配
当
禁
止
）―
が
、
医

療
保
険
制
度
上
は
、
③
国
民
皆

保
険
制
度
④
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

⑤
現
物
支
給
制
⑥
出
来
高
払
い

制
―
が
あ
る
▼
協
会
は
、
診
療

所
・
病
院
の
開
設
者
・
勤
務
医

師
が
健
康
増
進
・
疾
病
快
癒
な

ど
津
々
浦
々
に
在
住
の
府
民
・

国
民
の
医
療
福
利
向
上
へ
と
職

務
を
果
た
せ
る
べ
く
、
診
療
報

酬
増
額
へ
と
保
険
医
の
権
益
を

守
り
、
適
正
な
医
療
実
践
へ
の

社
会
保
障
法
上
の
要
求
運
動
な

ど
展
開
し
た
▼
今
、
我
が
国

は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
で
労

働
力
が
減
退
し
、
市
場
で
は
、

例
え
ば
、
地
方
の
Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ

ル
線
が
消
え
、
田
圃
が
消
え
、

寺
院
・
神
社
が
消
え
、
市
町
村

ま
で
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
継
承
困
難
か
ら
小
規
模
医

療
施
設
ま
で
消
え
行
け
ば
、
人

口
密
度
低
下
の
広
い
営
業
エ
リ

ア
で
は
事
業
利
益
率
も
低
く
、

新
た
な
資
本
投
下
で
の
開
業
に

は
経
営
上
の
危
険
が
高
く
、
誰

し
も
二
の
足
を
踏
む
▼
い
わ
ゆ

る「
無
医
村
」を
な
く
そ
う
と
、

医
師
の
適
正
配
置
の
促
進
に

は
、
多
医
地
区
で
の
開
業
制
限

で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
壮
年
の

若
者
住
民
が
離
村
し
て
過
疎
化

せ
ぬ
よ
う
、例
え
ば
、地
域
産
業

興
進
に
観
光
・
娯
楽
産
業
等
を

も
創
設
し
て
雇
用
・
定
住
へ
の

寄
与
が
必
要
と
な
る
▼
地
域
再

生
へ
と
保
険
医
も
一
翼
を
担
う

に
は
、
高
齢
化
地
域
の
た
め
に

も
頑
張
ろ
う
と
志
あ
る
若
者
医

師
の
育
成
と
支
援
が
欠
か
せ
な

い
▼
再
生
と
い
え
ば
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
早
期
開
発
・

転
換
も
重
要
で
あ
る
。︵
卯
蛍
︶

　
昨
年
6
月
に
副
理
事
長
に
就

任
し
て
1
年
が
過
ぎ
た
。
総
務

部
会
と
し
て
理
事
、
事
務
局
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
頑

張
っ
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が

充
分
に
で
き
た
か
、
い
さ
さ
か

心
も
と
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
年
は
、
診
療
報
酬
と
介
護

報
酬
の
同
時
改
定
が
行
わ
れ
、

全
体
で
1
・
19
％
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
と
な
っ
た
。
本
体
は
わ
ず

か
の
プ
ラ
ス
改
定
で
は
あ
っ
た

が
、
算
定
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
加
算
が
ほ
と
ん
ど
で
、

と
て
も
納
得
で
き
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
国
は
今
後
も
社
会

保
障
費
の
削
減
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
て
お
り
、
我
々
保
険
医

は
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
結
集

し
、
国
政
、
自
治
体
に
地
域
医

療
の
充
実
の
た
め
に
声
を
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
協
会
の
会
員
数
は
5
月
末

現
在
2
3
6
5
人
で
、
会
員
の

増
加
を
目
指
し
て
新
た
に
共
済

制
度
利
用
勤
務
医
会
員
を
創
設

し
た
。
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
実
績
は

上
が
っ
て
な
い
が
、
勤
務
医
師

に
も
ぜ
ひ
協
会
に
入
会
し
て
も

ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
の
最
高

議
決
機
関
は
総
会
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
会
員
の
総
会
出
席
を

促
す
手
立
て
を
講
じ
る
。
総
会

終
了
後
に
は
「
講
演
会
」
や

「
懇
親
会
」
を
開
催
し
、
新
入

会
員
を
は
じ
め
幅
広
い
年
代
の

会
員
や
家
族
・
従
事
者
の
方
々

に
も
参
加
い
た
だ
き
会
員
間
の

懇
親
を
深
め
る
と
と
も
に
、
保

険
医
協
会
に
対
す
る
理
解
を
一

層
深
め
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め

る
。

　
ま
た
、
総
会
に
次
ぐ
議
決
機

関
で
あ
る
代
議
員
会
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
毎
年
1
月
に
開

き
医
師
た
ち
へ
』（
仮
称
）の
発

刊
を
行
い
、
第
72
回
定
期
総
会

（
2
0
1
9
年
7
月
28
日
）
に

お
い
て
は
、
会
員
・
家
族
・
従

事
者
と
と
も
に
祝
う
「
記
念
講

演
会・祝
賀
会
」を
企
画
す
る
。

　
地
区
医
師
会
、
京
都
府
医
師

会
、
京
都
府
歯
科
保
険
医
協

会
、
保
団
連
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

各
協
会
等
と
の
連
携
を
密
に

し
、
会
員
の
声
が
国
民
、
行
政

に
届
き
、
反
映
さ
れ
る
よ
う
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
そ
の
他
に
も
文
化
活
動
と
し

て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
音
楽
鑑

賞
、
ワ
イ
ン
・
日
本
酒
講
座
な

ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

会
員
の
声
結
集
の
た
め

協
会
総
会
へ
の
ご
参
加
を
！

催
さ
れ
る
代
議
員
会
は
ネ
ッ
ト

配
信
で
き
る
よ
う
整
備
し
、
平

日
で
も
多
く
の
代
議
員
に
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
、
当
該
地
区

医
師
会
事
務
所
の
協
力
を
仰
ぎ

な
が
ら
準
備
を
進
め
た
い
。

　
来
年
の
保
険
医
協
会
「
創
立

70
周
年
」
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、『
70
周
年
記
念
誌
』
と
政

策
部
会
所
管
の
『
開
業
医
医
療

崩
壊
の
危
機
と
展
望
―
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
医
療
を
支
え
る
若

新
年
度
に
あ
た
っ
て

　�

総
務
部
会

　
西
京
医
師
会
選
出
の
代
議

員
・
予
備
代
議
員
に
欠
員
が

生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も

な
い
京
都
府
保
険
医
協
会
選

挙
規
定
第
32
条
1
項
に
よ

り
、
代
議
員
・
予
備
代
議
員

の
補
欠
選
挙
の
公
示
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
1
8
年

6
月
25
日
（
月
）

　
▽
締
切
日
時
＝
6
月
29
日

（
金
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
3

人
、
予
備
代
議
員
4
人

　
▽
任
　
期
＝
19
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・予
備
代
議
員 

補
選
の
公
示

西 

京

妊
婦
加
算
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

ま
だ
ま
だ
矛
盾
抱
え
る
点
数
の
是
正
を

　
内
科
：
初
診
料
の
機
能
強
化

加
算
に
つ
い
て
は
、
施
設
基
準

を
満
た
し
た
上
で
届
け
出
る
と

い
う
煩
雑
さ
と
複
雑
さ
が
、
日

常
の
診
療
行
為
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
薬
価
財
源
の

本
体
充
当
は
な
く
、
院
内
処
方

の
医
療
機
関
に
は
直
に
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
が
出

て
い
る
。
自
院

で
は
平
均
3
・

2
％
減
で
あ
っ

た
。
妊
婦
加
算

に
つ
い
て
は
、

改
定
の
中
で
の

位
置
づ
け
が
理

解
で
き
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
料
に
つ
い
て

は
、
対
面
診
療

が
診
療
の
原
則

と
考
え
て
お

り
、
今
後
の
動

き
を
注
視
し
た

い
。
ベ
ン
ゾ
ジ

ア
ゼ
ピ
ン
受
容

体
作
動
薬
の
長

期
継
続
処
方
に
対
す
る
減
算
も

今
後
の
経
過
を
見
て
い
き
た

い
。

　
小
児
科
：
今
回
の
改
定
に
お

け
る
増
点
に
関
し
て
、
当
地
は

子
育
て
医
療
費
助
成
が
充
実
し

て
お
り
負
担
感
は
な
い
。
機
能

強
化
加
算
は
届
出
の
前
提
と
な

る
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
の

届
出
医
療
機
関
は
少
な
い
。
小

児
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
加
算

は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
小
児
科

で
行
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、

文
書
を
渡
し
て
説
明
云
々
と
言

わ
れ
て
も
今
更
な
感
が
あ
る
。

　
外
科
：
創
傷
処
置
が
増
点
し

矛
盾
が
改
善
し
た
こ
と
は
良

か
っ
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
複

数
手
術
の
取
扱
い
の
整
理
を
希

望
す
る
。
個
別
点
数
で
は
、
摘

便
が
手
間
に
対
し
て
評
価
が
見

合
っ
て
お
ら
ず
改
善
を
望
む
。

新
点
数
は
煩
雑
な
要
届
出
の
も

の
ば
か
り
で
、
届
出
が
で
き
な

け
れ
ば
意
味
も
な
い
。
妊
婦
加

算
だ
が
、
妊
婦
か
ど
う
か
の
確

認
が
常
に
必
要
と
は
思
わ
れ

ず
、
加
算
の
本
意
が
分
か
り
か

ね
る
。

　
産
婦
人
科
：
妊
婦
加
算
に
関

連
し
て
気
に
な
る
の
は
、
正
常

妊
娠
疑
い
で
の
妊
娠
検
査
は
保

険
請
求
で
き
な
い
こ
と
。
妊
婦

に
つ
い
て
は
、
未
受
診
妊
婦
の

存
在
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
是
非
紹
介
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
妊
娠
中
の
投
薬
に
つ
い

て
は
「
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン 

産
科
編
2
0
1
7
」が

わ
か
り
や
す
い
。
産
婦
人
科
医

会
・
学
会
と
し
て
更
年
期
障
害

を
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
対

象
疾
患
に
追
加
す
る
よ
う
長
年

要
求
し
て
い
る
。

　
眼
科
：
在
宅
医
療
で
複
数
医

療
機
関
が
訪
問
診
療
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
良
か
っ
た
が
、
要
件
や
連
携

の
と
り
方
な
ど
使
い
勝
手
は
い

ま
ひ
と
つ
か
と
思
う
。
糖
尿
病

網
膜
症
、
緑
内
障
、
加
齢
黄
斑

変
性
等
で
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
が
算
定
で
き
な
い
こ
と
が
不

届
出
点
数
ば
か
り
の
改
定
に
疑
問
の
声

専
門
医
会
長
と
の
懇
談
会
開
く

　
協
会
は
専
門
医
会
長
と
の
懇
談
会
を
5
月
12 

日
に
開
催
。

専
門
医
会
か
ら
10
人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席
し
た
。
2
0

1
8
年
度
診
療
報
酬
改
定
を
テ
ー
マ
に
、
協
会
か
ら
は
改
定

の
特
徴
と
意
義
に
つ
い
て
解
説
し
、
各
専
門
医
会
か
ら
は
改

定
へ
の
評
価
と
改
善
要
望
等
に
つ
い
て
意
見
を
聞
い
た
。

合
理
だ
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

は
高
度
管
理
医
療
機
器
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
等

で
処
方
箋
な
し
で
購
入
で
き
る

こ
と
は
お
か
し
い
。
視
力
障
害

も
起
こ
っ
て
お
り
看
過
で
き
な

い
。

 

︵
2
面
に
続
く
︶

大
阪
北
部
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

　
協
会
は
、
災
害
の
発
生
に
よ
り
医
療
施
設
、
居
宅
を
問
わ
ず
、
被
害
に

遭
わ
れ
た
会
員
に
対
し
て
、当
会
の
規
定
に
照
ら
し
合
わ
せ
見
舞
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
を
受
け
ら
れ
た
会
員
は
、
協
会
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

副
理
事
長 

茨
木 

和
博

各
科
か
ら
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た

2 0 1 8 年 （平成 3 0 年） 6 月 2 5 日 第 3 0 2 8 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

コ
ミ
ュ
委
で
基
本
診
療
料
引
上
げ
の
声�

（
2
面
）

改
定
こ
う
み
る
（
皮
膚
科
）

�

（
2
面
）

厚
生
局
指
導
等
計
画
を
開
示�

（
3
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
耳
鼻
咽
喉
科
：
耳
垢
栓
塞
除

去
（
両
側
）
の
点
数
が
1
8
0

点
に
上
が
っ
た
が
、
片
側
1
0

0
点
を
2
回
算
定
す
る
場
合
に

は
い
ま
だ
及
ば
ず
矛
盾
が
残
っ

て
い
る
。
処
置
点
数
と
し
て

は
、
改
定
内
容
は
こ
れ
だ
け
し

か
な
く
由
々
し
き
事
態
だ
。
地

域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
関
し
て

は
、
嚥
下
や
聴
覚
の
問
題
へ
の

介
入
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
嚥
下
内
視
鏡
検
査
の
普

及
な
ど
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
形
成
外
科
：
創
傷
処
置
の
点

数
引
き
上
げ
は
良
か
っ
た
が
外

来
管
理
加
算
と
同
点
数
で
も
ま

だ
矛
盾
は
あ
る
。
同
一
手
術
野

の
考
え
方
は
改
善
を
望
む
。
皮

膚
レ
ー
ザ
ー
照
射
療
法
は
、
範

囲
が
広
い
場
合
は
3
回
に
分
け

て
実
施
す
る
が
、
算
定
は
一
連

で
1
回
だ
け
と
な
る
。
3
カ
月

に
1
回
の
算
定
制
限
は
不
合
理

で
あ
り
、
せ
め
て
部
位
ご
と
で

の
算
定
を
認
め
て
も
ら
い
た

い
。
妊
婦
加
算
は
請
求
さ
れ
る

こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
余

り
、
妊
婦
で
あ
る
こ
と
を
隠
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
困
る
。

　
糖
尿
病
：
血
糖
自
己
測
定
器

加
算
は
、
実
際
に
測
っ
た
回
数

に
基
づ
い
て
算
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
複
数
月
を
ま

と
め
て
算
定
す
る
場
合
で
も
事

前
に
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。
ま

た
、
過
去
に
遡
っ
て
は
算
定
で

き
な
い
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て

器
材
を
支
給
し
て
い
る
が
ゆ
え

に
受
診
が
な
か
っ
た
月
の
使
用

分
に
つ
い
て
請
求
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
部
分

に
つ
い
て
整
合
性
が
と
れ
た
内

容
に
あ
ら
た
め
て
ほ
し
い
。

　
透
析
：
今
回
の
人
工
腎
臓
の

改
定
だ
が
、
一
部
腎
代
替
療
法

の
説
明
な
ど
評
価
で
き
る
点
も

あ
る
が
、
総
じ
て
残
念
な
結
果

と
な
っ
た
。
昨
年
秋
頃
に
実
施

さ
れ
た
非
常
に
手
間
の
か
か
る

調
査
に
協
力
し
、
仕
入
れ
値
ま

で
正
直
に
回
答
し
て
出
て
き
た

の
が
中
医
協
で
の
「
透
析
用
監

視
装
置
1
台
あ
た
り
患
者
数
が

2
以
上
3
・
5
未
満
の
施
設
が

多
い
」
と
の
資
料
だ
っ
た
。
そ

れ
を
元
に
3
・
5
を
基
準
に
点

数
が
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
患
者
数

に
対
し
ベ
ッ
ド
数
が
足
り
な
い

場
合
も
あ
る
。
効
率
を
追
求
し

︵
1
面
か
ら
の
続
き
︶

　
今
回
の
改
定
で
は
、
皮
膚
科

領
域
に
大
き
な
増
減
は
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
細
部
で
は
日
常

診
療
に
反
映
で
き
る
改
定
点
が

あ
っ
た
。
ダ
ー
モ
ス
コ
ピ
ー
は

こ
れ
ま
で
一
連
と
し
て
1
回
の

み
の
算
定
で
あ
っ
た
が
、
算
定

用
件
が
変
更
さ
れ
、
検
査
の
回

凍
凝
固
が
同
点
数
で
算
定
す
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
鶏
眼
・

胼
胝
処
置
は
こ
れ
ま
で
月
1
回

に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
2
回
ま

で
算
定
可
能
と
な
っ
た
こ
と

は
、
重
症
の
鶏
眼
・
胼
胝
患
者

に
と
っ
て
利
便
性
が
増
し
た
。

リ
ン
パ
球
刺
激
試
験
が
従
来
1

剤
の
み
で
あ
っ
た
も
の
が
同
時

に
3
剤
ま
で
認
め
ら
れ
た
。
し

か
し
、
原
価
割
れ
し
て
い
る
た

め
、
承
認
さ
れ
た
保
険
点
数
で

は
3
薬
剤
を
同
時
に
検
査
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
の

改
善
が
ま
た
れ
る
。

　
ま
と
め
る
と
、
今
回
の
改
定

で
は
日
常
診
療
の
細
か
な
点

で
、
改
善
が
見
ら
れ
た
が
、
ま

だ
ま
だ
改
良
の
余
地
は
残
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
日
常
診
療
に

い
か
せ
る
診
療
報
酬
改
定
が
期

待
さ
れ
る
。

20182018
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数
ま
た
は
部
位
数
に
か
か
わ
ら

ず
、
4
カ
月
に
1
回
に
限
り
算

定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
創
傷
処
置

1
0
0
㎠
以
下
は
外
来
管
理
加

算
よ
り
も
低
点
数
で
あ
っ
た
こ

と
が
日
常
診
療
の
制
限
と
な
っ

て
い
た
が
、
52
点
に
増
額
さ

れ
、
外
来
管
理
加
算
と
同
額
と

な
っ
た
。
今
後
の
加
点
が
期
待

さ
れ
る
。
熱
傷
処
置
5
0
0
㎠

以
上
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
は
広

範
囲
熱
傷
を
診
療
す
る
医
療
機

関
に
と
っ
て
朗
報
で
あ
る
。

　
日
常
診
療
で
よ
く
行
わ
れ
る

処
置
の
イ
ボ
冷
凍
凝
固
法
も
4

カ
所
以
上
が
10
点
の
増
点
と

な
っ
た
。
ま
た
、
脂
漏
性
角
化

症
・
軟
性
線
維
腫
に
対
す
る
冷

皮
膚
科
関
連
で
は
大
き
な
増
減
な
し

皮
膚
科 

谷
岡 

未
樹

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

2

適
時
調
査
の
実
際
︵
進
め
ら
れ
方
︶

　
調
査
が
行
わ
れ
る
病
院
に
対

し
て
は
、
調
査
実
施
の
1
カ
月

前
に
文
書
で
通
知
さ
れ
る
。
通

知
に
は
日
時
（
3
時
間
が
標

準
）、場
所（
当
該
病
院
）の
他
、

事
前
提
出
書
類
や
当
日
準
備
書

類
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
当
日
準
備
書
類
は
こ
の
実

施
通
知
に
は
記
載
さ
れ
ず
、
調

査
の
前
日
に
病
院
に
通
知
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
2

0
1
8
年
度
か
ら
実
施
通
知
で

知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
事
前
提
出
書
類
や
当
日
準
備

書
類
は
、
施
設
基
準
等
項
目
ご

と
に
箇
条
書
き
に
さ
れ
て
お

り
、
例
え
ば
入
院
基
本
料
等
で

あ
れ
ば
、
届
出
添
付
書
類
「
様

式
9
」
や
勤
務
実
績
表
（
事

前
）、
平
均
入
院
患
者
数
の
算

出
根
拠
と
な
る
書
類
や
病
棟
管

理
日
誌
（
当
日
）
等
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
事
前
提

出
書
類
の
提
出
期
限
は
調
査
の

10
日
前
と
さ
れ
て
お
り
、
京
都

で
は
原
則
、
電
子
メ
ー
ル
で
提

出
す
る
。

　
事
前
提
出
書
類
は
、
調
査
当

日
ま
で
に
厚
生
局
に
よ
り
点
検

が
行
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
不

整
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事

項
に
つ
い
て
、
調
査
当
日
に
確

認
が
行
わ
れ
る
。

　
調
査
当
日
の
厚
生
局
か
ら
の

出
席
者
は
原
則
、
事
務
官
と
保

健
指
導
看
護
師
で
あ
る
。
施
設

基
準
等
項
目
ご
と
に
、
当
日
準

備
書
類
等
関
係
書
類
の
確
認
と

面
談
、
院
内
視
察
に
よ
り
調
査

が
行
わ
れ
る
。
調
査
は
「
調
査

書
」
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、「
調
査
書
」

に
は
、
施
設
基
準
等
項
目
ご
と

に
確
認
す
べ
き
内
容
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
適
否
の
判
定
は
4

段
階
（
適
・
△
（
口
頭
指
摘
）・

△（
文
書
指
摘
）・
否
）
で
行
わ

れ
、
こ
こ
で
「
否
」
の
判
定
が

行
わ
れ
る
と
、
施
設
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
と
さ
れ
、
返
還

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
確
認
が
終
了
す
る
と
、
厚
生

局
の
出
席
者
に
よ
り
調
査
内
容

の
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
た

後
、
病
院
に
対
し
て
調
査
結
果

が
口
頭
で
説
明
さ
れ
る
。
こ
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
後
日

文
書
で
も
通
知
さ
れ
る
。

　
協
会
は
、
2
0
1
7
年
度
第

2
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委

員
会
を
5
月
12
日
に
開
催
し

た
。
地
区
医
師
会
か
ら
18
人
、

協
会
か
ら
8
人
が
出
席
し
、
飯

田
泰
啓
代
議
員
会
議
長
の
司
会

で
進
行
し
た
。

　
協
会
か
ら
は
、「
2
0
1
8

年
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
報
告
を
行
っ
た
。

　
各
委
員
か
ら
は
、「
今
回
の

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
加
算
の

点
数
ば
か
り
が
新
設
さ
れ
、
非

常
に
わ
か
り
に
く
い
。
算
定
要

件
も
厳
し
い
も
の
ば
か
り
で
あ

り
、
そ
れ
で
本
体
部
分
を
プ
ラ

ス
改
定
と
評
価
す
る
の
は
ど
う

か
」「
加
算
で
の
評
価
で
は
な

く
、
基
本
診
療
料
で
評
価
す
る

の
が
筋
」
な
ど
、
す
べ
て
の
医

療
機
関
が
プ
ラ
ス
と
な
る
よ

う
、
基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
意
見
が
多
数
出
さ
れ

た
。

　
在
宅
医
療
に
関
し
て
、「
在

宅
医
療
の
点
数
が
複
雑
す
ぎ
て

レ
セ
プ
ト
作
成
が
難
し
い
。
こ

れ
で
は
、
在
宅
医
療
が
普
及
し

て
い
か
な
い
」「
在
宅
・
介
護

の
分
野
は
地
区
医
師
会
内
で
も

温
度
差
が
あ
る
。
結
局
一
部
の

熱
心
な
医
師
に
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
」
な
ど
、
国
が
推
し
進

め
る
在
宅
医
療
に
関
し
て
、
本

　
生
活
保
護
の
患
者
に
対
す
る

後
発
医
薬
品
処
方
の
原
則
義
務

化
に
関
し
て
は
、「
医
師
の
裁

量
は
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る

の
か
。ま
た
、院
内
処
方
す
る
こ

と
で
、
薬
剤
料
が
減
点
さ
れ
た

り
、
個
別
指
導
の
対
象
と
な
っ

て
し
ま
う
の
か
」
と
の
疑
義
が

出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
協
会
は
、

「
医
師
の
裁
量
を
無
視
し
て
、

統
一
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
お
か

し
い
。ま
た
、個
別
指
導
に
関
し

て
、
そ
の
よ
う
な
着
眼
点
で
の

選
定
や
指
導
を
行
わ
な
い
よ
う

※2 「在宅医療・介護連携
支援センター」とは？

　京都市が設置を進める
在宅医療・介護連携支援
センターは、14年に国会
で成立した「医療介護総
合確保推進法」に基づ
き、2018年４月にすべ
ての市町村に実施が義務
付けられた「在宅医療連
携拠点」事業によるも
の。財源は市町村の介護
保険特別会計から支出さ
れる。実施主体は市町村
であり、地区医師会は事
業を委託され、委託費を
受け取って事業を行う。
今年度、京都市は１セン
ターあたり1570万円の
委託費を予算化した。

国
が
進
め
る
在
宅
医
療
は
機
能
す
る
か

当
に
機
能
し
て
い
く
の
か
疑
問

視
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、「
介

護
の
現
場
で
は
、
介
護
職
員
が

不
足
し
て
い
る
。
在
宅
医
療
に

関
し
て
厚
労
省
は
、
病
床
数
を

減
ら
し
て
、
そ
の
看
護
師
を
在

宅
医
療
に
ま
わ
す
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
在

宅
医
療
を
担
っ
て
き
た
医
師
自

身
の
高
齢
化
も
あ
り
、
在
宅
医

療
の
需
要
に
し
っ
か
り
と
対
応

で
き
る
の
か
疑
問
」
と
指
摘
し

た
。

医
師
の
裁
量
堅
持
を

京
都
府
・
市
に
対
し
て
京
都
府

医
師
会
を
通
じ
て
意
見
を
出
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。今
後
も
、

そ
う
い
っ
た
着
眼
点
で
の
個
別

指
導
は
行
わ
な
い
よ
う
に
要
請

し
て
い
き
た
い
。
生
活
保
護
の

患
者
に
対
す
る
後
発
医
薬
品
処

方
の
原
則
義
務
化
に
関
し
て
、

生
活
保
護
法
改
定
案
※
1
が
国

会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。
医
師

が
後
発
医
薬
品
で
も
良
い
と
判

断
し
た
場
合
は
認
め
ら
れ
る
が
、

協
会
は
こ
の
法
案
に
対
し
て
、

差
別
か
つ
患
者
の
自
己
決
定
権

と
医
師
の
専
門
性
阻
害
で
あ
る

と
声
明
を
出
し
た
」と
述
べ
た
。

　
※
1 

同
法
案
は
6
月
1
日

に
成
立
、8
日
に
公
布
さ
れ
た
。

協
会
は
引
き
続
き
厚
労
省
に
要
請

　
そ
の
他
に
も
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
※
2

に
関
し
て
、「
委
託
費
が
な
く

な
っ
た
場
合
ど
う
す
る
か
問
題

た
訳
で
は
な
い
の
に
減
点
と
な

る
の
は
問
題
で
あ
る
。

　
循
環
器
：
生
活
習
慣
病
管
理

料
は
、
高
血
圧
症
の
患
者
に
つ

い
て
、
治
療
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
当
該
患
者
数
を
定
期

的
に
記
録
す
る
と
の
要
件
を
満

た
す
の
は
相
当
難
し
い
が
、
な

ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
必
要
な
の
か

は
不
明
だ
。
心
大
血
管
疾
患
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
慢
性
心

不
全
の
基
準
に
追
加
さ
れ
た

N
T
－
proB

N
P

が
4
0
0

pg
／
mL
以
上
と
の
基
準
は
、

一
度
で
も
満
た
せ
ば
良
い
の
か

ど
う
か
疑
義
が
あ
る
。

◇　

  

◇

　
協
会
は
、
妊
婦
加
算
に
つ
い

て
は
妊
婦
で
あ
れ
ば
い
ろ
い
ろ

と
気
を
つ
け
る
べ
き
点
は
あ

り
、
そ
の
配
慮
に
対
す
る
評
価

と
し
て
は
妥
当
と
は
思
う
が
、

協
会
の
代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト

（
6
月
10
日
報
道
）で
も
そ
も
そ

も
知
ら
な
い
医
師
が
30
％
も
お

り
、
点
数
の
意
味
合
い
が
不

明
・
分
か
ら
な
い
と
の
意
見
も

複
数
寄
せ
ら
れ
た
。
算
定
し
な

い
と
い
う
ご
意
見
も
あ
る
が
、

協
会
は
一
物
一
価
と
し
て
、
同

じ
こ
と
を
す
れ
ば
同
じ
報
酬
と

す
る
こ
と
を
要
求
し
続
け
て
き

た
の
で
、
算
定
し
て
も
し
な
く

て
も
良
い
点
数
を
設
定
し
て
も

ら
っ
て
は
困
る
と
考
え
る
。

　
本
日
承
っ
た
各
専
門
医
会
か

ら
の
要
望
や
意
見
は
、
検
討
の

上
で
き
る
限
り
保
団
連
・
協
会

と
し
て
適
宜
要
望
し
、
実
現
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
旨
を
伝
え

て
懇
談
会
を
終
了
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
開
く

基
本
診
療
料
引
き
上
げ
求
め
る
声
多
数

に
な
っ
て
い
る
」「
3
年
後
に

ど
う
な
る
か
不
安
だ
」
と
運
営

を
不
安
視
す
る
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　
最
後
に
茨
木
副
理
事
長
か
ら

「
今
回
の
改
定
で
は
加
算
ば
か

り
が
新
設
さ
れ
、
実
際
に
算
定

で
き
る
点
数
は
少
な
い
。
や
は

り
基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ
を

求
め
て
、
今
後
も
厚
労
省
等
に

要
請
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　「
私
の
す
す
め
る
…
」
で
は
、
本
・
映

画
・
音
楽
等
、
新
旧
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
、
心
に
残
っ
た
作
品
紹
介
の
投
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
8
0
0
字
以
内
。

掲
載
後
、
図
書
カ
ー
ド（
3
0
0
0
円
）

を
贈
呈
し
ま
す
。（
7
面
参
照
）

会員投稿の
お願い

※2 「在宅医療・介護連携
支援センター」とは？
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近
畿
厚
生
局
京
都
事
務
所
は

6
月
5
日
、
2
0
1
8
年
度
の

「
集
団
的
個
別
指
導
対
象
件
数

算
出
表
」「
指
導
等
月
別
実
施

予
定
表
」「
指
導
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
」
を
開
示
し
た
。
こ
れ
は
、

協
会
の
開
示
請
求
を
受
け
て
行

わ
れ
た
も
の
。

　
「
集
団
的
個
別
指
導
対
象
件

数
算
出
表
」に
よ
れ
ば
、18
年
度

の
対
象
医
療
機
関
数
（
医
科
）

は
、1
3
5
診
療
所
（
表
1
）、

12
病
院
と
な
っ
て
い
る
。

　
診
療
所
の
選
定
は
12
区
分
に

分
け
ら
れ
る
。
院
外
処
方
を
行

う
医
療
機
関
は
平
均
点
数
が
補

正
さ
れ
る
が
、
京
都
で
は
補
正

点
数
は
開
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
集
団
的
個
別
指
導
は
、
レ
セ

プ
ト
1
件
当
た
り
の
平
均
点
数

が
高
い
保
険
医
療
機
関
に
対
し

て
、
地
方
厚
生
局
が
行
う
行
政

指
導
で
あ
る
。
平
均
点
数
の

1
・
2
倍
（
病
院
は
1
・
1

倍
）
で
あ
り
、
か
つ
概
ね
上
位

8
％
の
保
険
医
療
機
関
を
対
象

に
実
施
さ
れ
る
。
前
年
度
、
前

々
年
度
に
集
団
的
個
別
指
導
、

個
別
指
導
を
受
け
た
医
療
機
関

は
除
外
さ
れ
る
。
日
程
は
京
都

市
内
が
7
月
12
日（
木
）、
府
北

部
が
7
月
19
日（
木
）と
さ
れ

た
。
対
象
医
療
機
関
に
は
1
カ

月
前
に
通
知
さ
れ
る
。
手
術
等

の
予
定
が
入
っ
て
お
り
、
ど
う

し
て
も
日
程
が
合
わ
な
い
場
合

は
、
近
畿
厚
生
局
京
都
事
務
所

に
連
絡
し
、
別
日
の
案
内
を
受

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

前
年
同
様
、
再
指
導
件
数
多
し

 
新
規
へ
の
厳
し
さ
増
す
傾
向
か

　
「
指
導
等
月
別
実
施
予
定
表
」

（
表
2
）
に
よ
る
と
、
18
年
度
の
個
別
指
導
の
対
象
医
療
機
関

数
は
、
14
診
療
所
、
1
病
院
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
15
年
度
か

ら
選
定
理
由
の
内
訳
が
開
示
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
点
数

を
理
由
と
し
た
個
別
指
導
は
、

今
年
度
も
予
定
さ
れ
て
い
な

い
。
協
会
は
保
団
連
を
通
じ
、

高
点
数
を
選
定

基
準
と
す
る
集

団
的
個
別
指

導
、
個
別
指
導

を
廃
止
す
る
よ

う
、
厚
生
労
働

省
に
毎
年
要
請

し
て
い
る
が
、

会
員
に
お
い
て

は
萎
縮
診
療
に

陥
る
こ
と
の
な

い
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

　
京
都
に
お
け

る
診
療
所
の
個

別
指
導
の
問
題

は
再
指
導
の
件

数
だ
。
内
訳
は

情
報
提
供
6

件
、
再
指
導
8

件
で
、
新
規
個
別
指
導
の
結

果
、
再
指
導
と
な
っ
た
診
療
所

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
協
会
は
、
個
別
指
導
に
お
い

て
保
険
医
の
人
権
が
脅
か
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
個
別
指
導
時
の
録
音
と
弁

護
士
の
帯
同
を
推
奨
し
て
い
る
。

　
会
員
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
5

万
円
（
消
費
税
別
＋
交
通
費
実

費
）
の
負
担
で
、
協
会
顧
問
弁

護
士
の
帯
同
が
可
能
で
あ
る
。

ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
協
会
は
、
新
規
個
別
指

導
対
策
と
し
て
、
新
規
開
業
会

員
を
対
象
に
、
奇
数
月
第
3
木

曜
日
に
「
保
険
講
習
会
Ｂ
・
新

規
個
別
指
導
対
策
」
を
開
催
し

て
い
る
。
新
規
開
業
会
員
に

は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
さ
ら
に
自
主
点
検
等
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
事
務
局
に

ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

　
近
畿
厚
生
局
は
2
0
1
8
年

6
月
1
日
現
在
の
届
出
状
況
を

発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

初
診
料
の
機
能
強
化
加
算
は
3

8
4
件
、
再
診
料
の
地
域
包
括

支
援
加
算
は
2
8
4
件
（
1
、

2
の
区
別
不
明
）、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
料
は
21
件
、
小
児
か
か

り
つ
け
診
療
料
は
15
件
、
在
宅

酸
素
療
法
の
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
加
算
は
3
件
、
在
宅
持
続
陽

圧
呼
吸
療
法
の
遠
隔
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
加
算
は
29
件
、
外
来
後
発

医
薬
品
使
用
体
制
加
算
は
2
7

府
内
の
届
出
状
況
が
判
明

機
能
強
化
加
算  

3
8
4
件

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料

21
件

0
件（
1
〜
3
の
区
別
不
明
）、

精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料

は
6
件
、
人
工
腎
臓
は
67
件

（
1
、
2
の
区
別
不
明
）
で

あ
っ
た
。

　
自
院
の
届
出
受
理
状
況
の
詳

細
は
近
畿
厚
生
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い

（
ホ
ー
ム
〈
保
険
医
療
機
関
・

保
険
薬
局
関
係
・
柔
道
整
復
師

関
係
〉
保
険
医
療
機
関
・
保
険

薬
局
の
管
内
指
定
状
況
等
に
つ

い
て
〈
施
設
基
準
の
届
出
受
理

状
況
〉
医
科
・
京
都
府
）。

　
要
請
書
で
は
次
の
3
点
を
求

め
た
。
①
医
療
法
及
び
医
師
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は

抜
本
的
に
見
直
し
、
開
業
規
制

に
つ
な
が
る
部
分
は
す
べ
て
削

除
す
る
こ
と
②
医
療
費
抑
制
の

た
め
の
医
師
・
医
療
機
関
数
の

管
理
政
策
は
転
換
す
る
こ
と
③

日
本
の
ど
の
地
域
で
も
人
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地

域
の
再
生
を
目
指
す
こ
と
―
。

要
望
理
由
と
し
て
、
次
の
点
を

指
摘
し
た
。

開
業
規
制
に
繋
が
り

か
ね
な
い
改
定
条
文

　
医
療
法
改
正
案
第
30
条
の
4

は
、
都
道
府
県
が
医
療
計
画
に

お
い
て
〈
医
師
多
数
区
域
〉
と

〈
医
師
少
数
区
域
〉
を
二
次
医

療
圏
別
に
設
定
し
、
少
数
区
域

の
み
な
ら
ず
多
数
区
域
で
も

「
確
保
す
べ
き
医
師
の
数
の
目

標
」
を
定
め
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
。
こ
れ
は
医
師
多
数
区
域

に
お
け
る
医
師
の
開
業
・
就
業

が
、
当
座
は
「
自
主
的
」
に
、

将
来
は
「
強
制
的
に
」
に
制
限

さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
厚

生
労
働
省
の
「
医
療
従
事
者
の

需
給
に
関
す
る
検
討
会 

医
師

需
給
分
科
会
中
間
取
り
ま
と

め
」（
16
年
6
月
3
日
）
は
、

「
2
0
4
0
年
に
は
医
師
供
給

が
約
4
・
1
万
人
過
剰
」
と
の

推
計
結
果
を
示
し
、
医
師
数
増

医療法等改定見直し求め要望提出

政
策
の
転
換
を
示
し
た
上
で
、

「
都
道
府
県
が
策
定
す
る
医
療

計
画
に
お
い
て
、
医
師
数
が
不

足
す
る
特
定
の
診
療
科
・
地
域

等
に
つ
い
て
、
確
保
す
べ
き
医

師
数
の
目
標
値
を
設
定
し
、
専

門
医
等
の
定
員
の
調
整
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
」
こ
と
、「
将

来
的
に
、
仮
に
医
師
の
偏
在
等

が
続
く
場
合
に
は
、
十
分
あ
る

診
療
科
の
診
療
所
の
開
設
に
つ

い
て
は
、
保
険
医
の
配
置
・
定

数
の
設
定
や
、
自
由
開
業
・
自

由
標
榜
の
見
直
し
を
含
め
て
検

討
す
る
」
こ
と
を
提
起
し
て
い

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
法

案
は
事
実
上
の
開
業
規
制
へ
の

一
歩
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

都
道
府
県
下
の
管
理
体
制

抑
制
高
め
る
の
み

　
2
0
1
8
年
4
月
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
が
都
道
府
県
化
さ

れ
た
。
都
道
府
県
は
「
医
療
費

適
正
化
計
画
」
に
定
め
た
事
実

上
の
「
医
療
費
支
出
目
標
」
の

達
成
を
目
指
し
、
保
険
者
と
し

て
提
供
体
制
と
財
政
の
一
体
的

管
理
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

医
療
・
社
会
保
障
費
の
抑
制
が

国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る

状
況
で
は
、
都
道
府
県
を
住
民

へ
の
医
療
保
障
で
は
な
く
、
提

供
体
制
を
絞
り
込
み
、
保
険
財

政
を
安
定
化
さ
せ
る
立
場
へ
自

動
的
に
変
質
さ
せ
る
。
こ
う
し

た
政
策
が
前
提
に
あ
れ
ば
、
法

改
正
内
容
は
都
道
府
県
に
よ
る

医
療
費
管
理
・
抑
制
の
実
効
性

を
よ
り
高
め
る
た
め
の
も
の
に

し
か
な
ら
な
い
。

国
の
偏
在
是
正
は

「
医
療
費
適
正
化
」

　
京
都
府
は
、
人
口
対
10
万
人

医
師
数
が
全
国
一
多
い
が
、
京

都
・
乙
訓
圏
域
を
除
く
二
次
医

療
圏
は
い
ず
れ
も
全
国
平
均
を

下
回
る
。
京
都
乙
訓
で
あ
っ
て

　
協
会
は
5
月
29
日
、
衆
議
院
で
審
議
中
の
「
医
療
法
及
び
医
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」（
2
0
1
8
年
3
月
国
会
提
出
。
参
院
可
決
）
に
つ
い
て
、
抜
本
見
直
し
を
求

め
る
要
請
書
を
衆
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
宛
に
提
出
。
京
都
選
出

の
衆
参
国
会
議
員
に
も
送
付
し
、
理
解
を
求
め
た
。
同
法
を
め
ぐ
っ
て
は
4
月
19
日
、
協

会
は
厚
生
労
働
省
医
政
局
と
懇
談
し
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
き
た
。

事実上の開業規制の第一歩

も
「
へ
き
地
」
は
存
在
し
、
必

要
な
標
榜
科
の
不
足
に
よ
り
、

命
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
地
域
が

あ
る
。
国
の
「
経
済
財
政
再
生

計
画
」
は
、「
医
療
費
の
地
域

差
」
半
減
を
求
め
て
い
る
。
だ

が
医
師
・
医
療
機
関
偏
在
が
問

題
な
の
は
そ
れ
が
住
民
の
生
命

の
格
差
を
生
む
か
ら
に
他
な
ら

ず
、
経
済
効
率
性
や
医
療
費
適

正
化
な
ど
本
質
的
問
題
で
は
な

い
。
国
の
偏
在
是
正
方
針
は
そ

の
動
機
が
間
違
っ
て
い
る
。

人
が
暮
ら
せ
る

地
域
の
実
現
を

　
「
医
師
多
数
区
域
」
の
医
師

数
を
制
限
し
て
も
「
医
師
少
数

区
域
」
の
開
業
・
就
業
が
増
え

る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
医

療
保
険
制
度
の
仕
組
み
で
は
、

産
業
が
落
ち
込
み
、
人
口
減
少

が
進
み
、
疲
弊
し
て
い
る
地
域

で
は
、
い
か
に
医
療
を
必
要
と

す
る
人
が
そ
こ
に
い
て
も
、
医

業
が
成
り
立
た
な
い
。
人
口
減

少
で
医
業
の
成
り
立
た
な
い
地

域
で
医
師
は
開
業
で
き
ず
、
医

師
が
い
な
い
地
域
で
は
さ
ら
に

人
口
が
減
少
す
る
。

　
高
度
経
済
成
長
以
降
の
経
済

政
策
や
構
造
改
革
の
結
果
と
し

て
、
今
日
の
地
域
の
現
実
が
あ

る
。
こ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
は

国
自
身
の
政
策
で
あ
り
、
医
師

や
住
民
に
何
ら
責
任
は
な
い
。

　
国
の
仕
事
は
開
業
・
就
業
規

制
で
は
な
い
。
新
自
由
主
義
改

革
に
よ
る
政
治
を
や
め
、
地
域

の
再
生
を
目
指
す
こ
と
。
そ
し

て
医
療
・
社
会
保
障
費
抑
制
政

策
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
だ
。

　2018年６月の大阪府北部を震源とする地震
により被災し、被保険者証等を紛失または家
庭に残したまま避難したため、医療機関の窓
口に提示できない患者さんがいるかもしれま
せん。この場合、氏名、生年月日、連絡先

（電話番号等）、社保の場合は事業所名、国
保・後期高齢者医療の場合は住所（国保組合
の場合は組合名も）を申し立てることで受診
できる取扱いとされました。
　公費負担医療についても同様に、被爆者健
康手帳や患者票等がなくても、公費負担医療
制度の対象者であることを申し出て、氏名、
生年月日、住所等を確認することで受診が可
能です（緊急の場合は、指定医療機関以外の
医療機関でも受診が可能）です。
　なお、上記の患者の保険請求については、
当会発行『公費負担医療等の手引』2017年11
月版P.755の第13章第１節「災害医療」を参
照して下さい。

地震により保険証等を提示
できない患者さんについて

指
導
等
の
実
施
計
画
表
を
開
示

厚
生
局

区　分
機
関
数

平均点数
（端数切捨）

選定
(実施)
予定
件数点数 前年比

内科〔人工透析有
以外（その他）〕 796 1295 －19 64

内科〔人工透析有
以外（支援診）〕 256 1578 －6 20

内科〔人工透析有〕 29 19815 4805 2
精神・神経科 107 1183 4 9
小児科 125 936 14 3
外科 140 1671 －90 7
整形外科 173 1434 －7 9
皮膚科 106 701 11 6
泌尿器科 24 1271 －1300 2
産婦人科 75 1103 4 0
眼科 163 831 33 7
耳鼻咽喉科 136 888 9 6

診療所計 2130 ― ― 135

表１　診療所 2018年度
　　　集団的個別指導対象件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

病
院

集団的個別指導 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 12
新規個別指導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

個別
指導

情報提供 1
再指導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
高点数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 1

施設基準調査 0 6 8 8 6 6 8 8 8 8 8 6 80

診
療
所

集団的個別指導 0 0 0 135 0 0 0 0 0 0 0 0 135
新規個別指導 0 8 8 4 8 4 0 0 4 8 4 0 48

個別
指導

情報提供 0 0 0 6
再指導 0 0 0 8
高点数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 0 1 1 1 0 1 0 2 2 2 2 2 14

表２　2018年度指導等月別実施予定表

2 0 1 8 年 （平成 3 0 年） 6 月 2 5 日 第 3 0 2 8 号京 都 保 険 医 新 聞（ 3 ） 毎月10日・25日発行



一
体
化
整
備
計
画
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
を

 

合
築
考
え
る
実
行
委
が
京
都
市
に
意
見
提
出

リ
ハ
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー

児
福
セ
ン
タ
ー

　
計
画
策
定
に
あ
た
り
協
会
も

参
加
す
る
京
都
市
の
3
施
設
合

築
方
針
を
考
え
る
実
行
委
員
会

（
以
下
、
実
行
委
員
会
）
は
3

月
2
日
、
市
民
意
見
募
集
に
応

え
「
意
見
」
を
提
出
。

　
「
意
見
」
は
、
計
画
案
に
書

か
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
の

制
定
過
程
、
同
法
か
ら
現
行
の

障
害
者
総
合
支
援
法
へ
の
移
行

過
程
の
記
述
の
不
十
分
さ
を
指

摘
し
た
。

　
市
は
自
立
支
援
法
を
「
障
害

者
基
本
法
の
理
念
を
踏
ま
え
」

た
も
の
と
説
明
す
る
。
だ
が

「
差
別
の
禁
止
」「
地
域
社
会
に

お
け
る
共
生
」
を
謳
い
、
国
・

自
治
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
は
じ
め
と
し
た
福
祉
・
医

療
の
実
施
責
務
を
明
ら
か
に
し

た
基
本
法
に
対
し
、
06
年
施
行

の
自
立
支
援
法
は
掛
け
離
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
応
益

負
担
廃
止
運
動
が
広
が
り
、
違

憲
訴
訟
提
訴
、
総
合
支
援
法
へ

移
行
と
い
う
経
緯
を
辿
っ
た
。

当
時
、
市
は
全
国
に
先
駆
け
、

負
担
軽
減
の
独
自
施
策
〈
京
都

　
そ
の
後
、
市
は
正
式
に
計
画

策
定
。
こ
れ
を
受
け
、
実
行
委

員
会
は
5
月
17
日
、
京
都
市
会

に
「
京
都
市
の
3
施
設
一
体
化

整
備
に
つ
い
て
再
検
討
を
求
め

る
陳
情
書
」
を
提
出
。
陳
情

は
、
①
一
体
化
方
針
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
す
こ
と
②
児
福

は
一
体
化
の
対
象
と
し
な
い
こ

と
③
京
都
市
資
産
有
効
活
用
基

本
方
針
と
一
体
化
の
関
係
性
を

説
明
す
る
こ
と
―
を
求
め
た
。

　
陳
情
審
査
は
5
月
24
日
、
市

会
・
教
育
福
祉
委
員
会
で
行
わ

れ
た
。
市
当
局
は
陳
情
に
対

し
、
一
体
化
方
針
は
市
の
正
式

な
方
針
で
あ
り
ゼ
ロ
か
ら
見
直

す
つ
も
り
は
な
い
。
一
体
化
後

も
「
障
害
」
で
括
る
の
で
は
な

く
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
施
策
を
進
め
る
。
一
体
化

は
資
産
活
用
を
前
提
と
し
た
も

の
で
は
な
い
と
説
明
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
山
本
陽
子
議
員

（
共
）
が
質
疑
に
立
ち
、
一
体

化
を
市
が
方
針
化
す
る
経
緯
に

お
い
て
、
関
係
者
・
当
事
者
の

声
を
方
針
に
反
映
さ
せ
る
機
会

は
2
0
1
7
年
の
有
識
者
ヒ
ア

　
6
月
1
日
、
実
行
委
員
会
は

京
都
市
当
局
と
の
懇
談
会
を
実

施
。
協
会
の
他
、
こ
ど
も
た
ち

の
保
育
療
育
を
よ
く
す
る
会
、

京
都
障
害
児
者
の
生
活
と
権
利

を
守
る
連
絡
会
や
現
場
職
員
が

出
席
し
た
。
市
か
ら
は
障
害
保

健
福
祉
推
進
室
の
担
当
者
が
出

席
し
た
。
懇
談
で
は
よ
く
す
る

会
が
取
り
組
ん
で
き
た
署
名

「
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
存
続
・
発
展
を
」
1
3
0

2
筆
を
提
出
し
、
保
護
者
や

療
育
現
場
の
声
を
受
け
止
め
る

よ
う
求
め
た
。
さ
ら
に
実
行
委

員
会
か
ら
は
各
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
た
発
達
検
査
の

実
施
等
、
具
体
的
改
善
策
も
提

起
し
、
よ
り
実
践
的
な
立
場
で

引
き
続
き
市
へ
の
要
請
活
動
を

進
め
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

　
京
都
市
に
よ
る
京
都
市
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
、
京
都
市
こ
こ

ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
、
京
都
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
児
福
）
の
「
合
築
」

が
、
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
。
市
は
2
0
1
8
年
3
月
、「
一
体
化
整
備
基
本
計
画
」

（
以
下
、
計
画
）
を
正
式
策
定
。
今
年
度
予
算
に
2
千
万
円
を
計
上
し
、
建
設
予
定
地

（
中
京
区
壬
生
高
田
町
）
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
、
土
壌
汚
染
事
前
調
査
お
よ
び
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
・
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
行
う
と
い
う
。

　
乙
訓
医
師
会
選
出
の
代
議

員
・
予
備
代
議
員
欠
員
に
伴

う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
し
た

と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数
は
定

数
以
内
で
し
た
の
で
、
京
都

府
保
険
医
協
会
選
挙
規
定
第

2
章
第
31
条
に
よ
り
、
無
投

票
当
選
人
と
決
定
し
ま
し

た
。
任
期
は
2
0
1
9
年
4

月
30
日
ま
で
。 

（
敬
称
略
）

代
議
員

　
窪
田 

小
弓
、
平
井 

幹
二

　
岩
見 

達
也
、
梅
山　

 

信

予
備
代
議
員

　
田
本 

重
美
、
堀 　
直
樹

　
髙
畑 

龍
一
、
胡 　
興
柏

代
議
員
・
予
備
代
議
員

 

補
選
結
果
の
報
告

乙訓
リ
ン
グ
が
初
め
だ
っ
た
。
こ
の

時
点
で
市
は
す
で
に
一
体
化
を

動
か
さ
ざ
る
方
針
と
し
て
お

り
、
あ
く
ま
で
有
識
者
や
当
事

者
団
体
は
そ
の
前
提
で
の
意
見

を
求
め
ら
れ
た
。
だ
が
市
が
3

施
設
の
一
体
化
（
当
時
は
合
築

と
呼
称
）
方
針
を
初
め
て
示
し

た
の
は
15
年
の
「
障
害
保
健
福

祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
と
児

童
福
祉
施
策
の
充
実
・
強
化
に

向
け
た
取
組
方
向
」
で
あ
り
、

一
体
化
方
針
自
体
を
直
接
当
事

者
・
市
民
の
声
を
聴
い
た
上
で

決
定
し
た
事
実
は
な
い
の
で
は

と
指
摘
し
た
。

　
奈
良
県
が
国
民
健
康
保
険
制

度
の
都
道
府
県
化
を
機
に
、
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
第
14
条
に
定
め
ら
れ
た

（
診
療
報
酬
の
特
例
）
の
適
用

を
打
ち
出
し
た
。
奈
良
県
の
第

3
期
医
療
費
適
正
化
計
画
は
国

の
与
え
た
推
計
ツ
ー
ル
以
上
の

医
療
費
抑
制
を
目
標
化
し
、
そ

の
達
成
に
届
か
な
い
場
合
は
診

療
報
酬
の
特
例
を
活
用
。
単
価

（
一
点
10
円
）
を
一
律
に
引
き

下
げ
る
こ
と
を
含
め
た
診
療
報

酬
上
の
対
応
に
よ
り
、「
国
民

健
康
保
険
の
保
険
料
水
準
引
き

上
げ
を
回
避
で
き
る
水
準
に
ま

で
医
療
費
水
準
を
抑
制
し
て
い

く
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
医
療
費
適
正
化
計
画
を
中

心
に
、
国
保
都
道
府
県
化
と
地

域
医
療
構
想
に
よ
る
医
療
費
管

理
を
担
わ
さ
れ
た
都
道
府
県

が
、「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」

よ
り
も
、
医
療
費
抑
制
を
重
視

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
表
れ

で
あ
り
、
ま
さ
に
危
惧
さ
れ
て

き
た
事
態
の
典
型
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
奈
良
県
の
打
ち
出
し

は
今
後
、
す
べ
て
の
都
道
府
県

に
お
け
る
医
療
政
策
の
典
型
モ

デ
ル
と
な
り
か
ね
な
い
危
険
を

孕
む
。

　
協
会
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
根
拠
法
で
あ
る
同
法
成

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」

 

京
都
で
連
絡
会
を
結
成

　
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
京
都
連
絡
会
が
5
月
12

日
、
結
成
総
会
を
開
い
て
活
動
を
開
始
し
た
。
協
会
は
京

都
府
歯
科
保
険
医
協
会
か
ら
の
協
力
依
頼
に
応
え
て
準
備

会
か
ら
参
加
、
渡
邉
副
理
事
長
が
世
話
人
に
就
任
し
た
。

　
結
成
総
会
で
は
、
京
都
連
絡

会
結
成
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
秋

山
和
雄
歯
科
協
会
理
事
長
よ

り
、
設
立
の
経
緯
と
意
義
が
語

ら
れ
た
。
1
9
9
2
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
特
番
で
「
噛
め
な
い
、
話
せ

な
い
、
笑
え
な
い
入
れ
歯
」
の

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
映
像
が
映
し

出
さ
れ
、
そ
の
原
因
は
低
い
保

険
点
数
に
あ
る
と
指
摘
し
て
全

国
運
動
に
発
展
。「
保
険
で
良
い

入
れ
歯
を
」
全
国
連
絡
会
が
結

成
さ
れ
、
2
0
0
0
年
に
「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国

連
絡
会
に
名
称
を
変
更
し
、
東

京
、
千
葉
、
愛
知
、
長
野
、
兵

庫
、
大
阪
、
大
分
で
連
絡
会
が

結
成
さ
れ
て
い
る
。
京
都
は
8

番
目
の
連
絡
会
と
し
て
結
成
。

社
会
保
障
充
実
の
一
環
と
し

て
、
国
民
が
安
心
し
て
保
険
で

良
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度

に
変
え
て
い
く
意
義
を
訴
え

た
。 

　
総
会
で
は
、
宇
佐
美
宏
保
団

連
歯
科
代
表
や
雨
松
真
希
人
全

国
連
絡
会
代
表
、
山
本
和
嘉
子

衆
院
議
員
な
ど
が
来
賓
あ
い
さ

つ
し
、
今
後
の
活
動
方
針
な
ど

が
承
認
さ
れ
た
。
代
表
世
話
人

に
秋
山
氏
が
就
任
す
る
こ
と
も

承
認
さ
れ
た
。

　
約
1
2
0
人
が
参
加
し
た
市

民
講
演
会
は
「
普
遍
的
な
老
化

を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
歯
科
医
師
・
宝
田
恭

子
氏
が
講
演
。
そ
の
後
、
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
た
。

総会であいさつする秋山歯科協会理事長

　
こ
れ
に
対
し
、
子
ど
も
若
者

は
ぐ
く
み
局
は
「
積
み
重
な
っ

て
、
今
こ
こ
に
あ
る
」
と
答
弁

立
前
か
ら
そ
の
危
険
性
を
指
摘

し
て
き
た
。
京
都
府
は
2
0
0

9
年
1
月
27
日
、
国
民
健
康
保

険
の
一
元
化
を
提
案
し
、
効
果

的
に
健
康
医
療
政
策
を
遂
行
す

る
た
め
と
し
て
、
診
療
報
酬
の

決
定
権
限
委
譲
を
提
案
。
協
会

は
じ
め
医
療
関
係
者
の
批
判
が

広
が
り
、
結
果
と
し
て
当
時
府

が
設
置
し
て
い
た
研
究
会
（
あ

ん
し
ん
医
療
研
究
会
）
報
告
書

に
同
提
案
が
書
き
込
ま
れ
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
だ
が
そ
れ
以
降
、
国
が
進
め

て
き
た
医
療
政
策
の
展
開
（
都

道
府
県
に
よ
る
保
険
財
政
と
医

療
提
供
体
制
の
一
体
的
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
）
に
よ
り
、
都

道
府
県
別
診
療
報
酬
と
い
う

「
絵
空
ご
と
」
に
も
思
え
た
構

想
が
差
し
迫
っ
た
危
機
と
な
り

つ
つ
あ
る
。

　
18
年
4
月
11
日
の
財
政
制
度

審
議
会
・
財
政
制
度
分
科
会
で

「
奈
良
モ
デ
ル
」
が
紹
介
さ

れ
、
5
月
23
日
に
公
表
さ
れ
た

「
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画
等

に
関
す
る
建
議
」
は
、「
医
療

費
の
適
正
化
に
向
け
た
地
域
別

の
診
療
報
酬
の
設
定
等
」
の
項

を
掲
げ
、「
都
道
府
県
に
お
け

る
医
療
費
適
正
化
計
画
の
取
組

に
資
す
る
実
効
的
な
手
段
を
付

与
し
、
都
道
府
県
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
強
化
す
る
観
点
も
踏
ま

え
」、「
第
3
期
医
療
費
適
正
化

計
画
の
達
成
に
向
け
て
速
や
か

に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
た
。

　
財
務
省
は
こ
の
仕
組
み
を
重

視
し
、
ど
こ
か
の
都
道
府
県
が

そ
れ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
仕

組
み
は
あ
っ
て
も
活
用
不
能
と

考
え
ら
れ
て
き
た
状
況
が
突
破

さ
れ
る
の
を
期
待
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
診
療
報
酬
の
地
域
差
を
撤
廃

し
、
制
限
診
療
を
撤
廃
し
、
不

当
な
審
査
・
疑
義
解
釈
を
追
放

し
て
き
た
の
が
、
保
険
医
運
動

の
歴
史
で
あ
り
、
今
も
運
動
の

核
心
テ
ー
マ
で
あ
る
。
保
険
で

良
い
医
療
と
良
い
医
業
を
成
立

さ
せ
る
日
本
の
国
民
皆
保
険
体

制
を
根
底
か
ら
解
体
す
る
地
域

別
診
療
報
酬
の
動
き
を
、「
奈

良
ロ
ー
カ
ル
」
の
話
題
と
し
て

軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
奈
良
県
で
万
が
一
、
診
療
報

酬
の
単
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
れ

ば
、
医
療
機
関
の
開
業
・
就

業
、
患
者
の
受
療
動
向
に
も
大

き
く
影
響
を
与
え
、
隣
接
県
か

ら
隣
接
県
へ
と
、
全
国
に
都
道

府
県
別
診
療
報
酬
が
拡
大
す
る

危
険
性
が
あ
る
。
そ
の
時
が
、

国
民
皆
保
険
が
保
障
し
て
き
た

保
険
医
療
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ

マ
ム
の
終
焉
と
な
る
。

　
協
会
は
、
保
団
連
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
各
協
会
と
も
共
同
し
、

ま
ず
は
奈
良
県
の
動
き
を
断
念

さ
せ
る
取
組
を
進
め
て
い
く
。

近
ブ
ロ
が
緊
急
声
明

　
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
所

属
8
協
会
の
連
名
で
、「
地
域

医
療
の
質
を
低
下
さ
せ
、
医
療

を
崩
壊
に
導
く
『
地
域
別
診
療

報
酬
』
の
導
入
も
、
検
討
も
断

固
反
対
す
る
」
と
す
る
緊
急
声

明
を
6
月
19
日
に
発
表
し
た
。

方
式
〉
を
実
施
。
こ
れ
は
少
な

く
と
も
当
時
、
市
が
自
立
支
援

法
の
問
題
点
を
認
識
し
、
地
方

自
治
体
と
し
て
当
事
者
の
福
祉

を
守
る
立
場
で
動
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
基
本
計
画
案
は
そ

う
し
た
経
緯
や
市
政
の
到
達
点

を
踏
ま
え
た
記
述
と
な
っ
て
い

な
い
。
意
見
は
そ
れ
を
指
摘

し
、
一
体
化
整
備
計
画
は
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
見
直
す
こ
と
、
児
童

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
診
断

と
発
達
検
査
の
待
機
期
間
の
解

消
、
3
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

強
化
・
拡
充
を
求
め
た
。

し
た
。
だ
が
市
が
根
拠
に
あ
げ

る
13
年
の
「
京
都
市
に
お
け
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
行
政
の

基
本
方
針
」
は
「
3
障
害
一
体

と
な
っ
た
相
談
・
支
援
」
を

謳
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
子
ど
も
た

ち
の
人
権
・
発
達
保
障
を
担
う

児
福
を
施
設
ご
と
一
体
化
す
る

と
し
た
「
取
組
方
向
」
の
内
容

と
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
。

手
続
き
論
一
つ
と
っ
て
も
議
論

は
全
く
積
み
重
な
っ
て
な
ど
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら

こ
そ
実
行
委
員
会
は
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
見
直
す
こ
と
を
求
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

「
一
体
化
」 方
針
に
正
当
性
は
あ
る
か

保
護
者
ら
か
ら
届
け
ら
れ
た
声

市
は
福
祉
の
到
達
点
踏
ま
え
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門阪庄三 医師

　
中
井
氏
は
、
山
城
南
医
療
圏

の
東
西
の
人
口
格
差
に
つ
い

て
、危
機
感
を
持
っ
て
お
り
、こ

　
門
阪
氏
は
、
医
師
会
で
は
医

療
資
源
の
配
分
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
で
何
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
の
か
を
浮
き
彫

り
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
多
職
種
の
代
表
者
会
議
を

開
催
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

主
な
メ
ン
バ
ー
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
訪
問
看
護
師
、
歯
科

医
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養

士
、
山
城
北
医
療
圏
の
2
市
1

町
の
行
政
の
人
た
ち
。
ま
た
、

府
の
保
健
師
な
ど
に
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

医
療
課
題
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

　
た
だ
、
医
師
会
も
含
め
そ
れ

ぞ
れ
の
職
能
団
体
の
会
員
が
同

じ
方
向
を
向
い
て
い
る
と
は
限

ら
ず
、
そ
の
代
表
と
し
て
出
て

き
て
も
ら
っ
て
い
て
も
、
団
体

の
総
意
に
な
る
場
合
も
な
ら
な

い
場
合
も
あ
る
。
企
業
な
ど
で

あ
れ
ば
同
じ
方
針
の
も
と
、
い

か
に
そ
の
方
針
を
達
成
で
き
る

か
組
織
と
し
て
方
策
を

打
ち
出
す
の
だ
ろ
う

が
、
職
能
団
体
は
そ
う

い
っ
た
組
織
と
は
違

う
。
多
職
種
と
の
連
携

会
議
を
継
続
し
つ
つ
、

ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を

新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

医
療
提
供
の
全
体
像
を

　
行
政
か
ら
医
師
会
に
求
め
ら

れ
て
い
る
活
動
と
し
て
は
、
看

取
り
ま
で
を
含
め
た
在
宅
医

療
、
認
知
症
の
ケ
ア
が
大
き
な

柱
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
、
さ
ら
に
医
療
・
介
護
の
全

体
を
見
渡
す
よ
う
な
運
動
が
医

師
会
で
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
医
師
会
が
ど
う
地
域
と
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
く
か
と
い
う
の

が
命
題
だ
と
述
べ
た
。

　
現
時
点
で
は
在
宅
医
療
の
問

題
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た

め
、
そ
こ
に
集
中
し
て
い
く
し

か
な
い
が
、
必
要
な
医
療
・
介

護
提
供
体
制
の
全
体
像
を
、
行

政
と
と
も
に
も
う
一
度
我
々
と

し
て
も
描
き
出
す
必
要
が
あ

る
。
そ
の
絵
の
中
に
ど
う
い
っ

た
職
種
が
ど
の
分
野
を
担
っ
て

　地域の医療現場で抱える課題や実情を
伺う、「シリーズ・地域医療をきく！」。
第４回は、宇治市の医療法人かどさか内
科クリニック院長の門阪庄三医師（宇治
久世）と京都山城総合医療センター院長
の中井一郎医師（相楽）を訪問した。

地域医療
をきく! 4

中井一郎 医師

行
政
と
手
を
携
え

地
域
医
療
の
永
続
性
を

木津川編

行
政
と
議
論
重
ね
つ
つ

医
師
会
の
役
割
発
揮
を

宇治編

九条医療人の会
総会・講演会

国
民
投
票
で
の
意
思
表
示
訴
え

 

田
崎
記
者
が
安
倍
改
憲
の
問
題
を
解
説

　
「
九
条
の
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
支
持
す
る
京
都
医
療
人
の

会
は
第
10
回
定
期
総
会
を
5
月
20
日
に
開
催
。「
憲
法
の

岐
路
―
安
倍
改
憲
の
表
層
と
深
層
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
神

奈
川
新
聞
記
者
の
田
崎
基
氏
の
公
開
講
演
会
を
行
っ
た
。

田
崎
氏
は
、
2
0
1
4
年
7
月
の
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
閣
議
決
定
後
に
神
奈
川
新
聞
が
始
め
た
「
時
代
の

正
体
」
と
い
う
論
説
企
画
を
担
当
し
、
憲
法
学
者
や
日
本

会
議
な
ど
へ
の
取
材
経
験
を
も
と
に
講
演
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
田
崎
氏
は
、「
憲
法
の
最
も

す
ぐ
れ
た
特
徴
は
そ
の
立
憲
的

意
味
に
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
権

力
を
制
限
し
て
国
民
の
権
利
・

自
由
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
憲
法
で
あ
る
」
と
の
憲
法
学

の
大
家
、
芦
部
信
喜
氏
に
よ
る

こ
と
ば
を
示
し
、
国
家
権
力
へ

の
制
限
を
緩
め
る
方
向
で
変
え

た
い
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

「
犯
罪
者
が
刑
法
を
改
正
し
ろ

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
」

（
憲
法
学
者
・
木
村
草
太
氏
）、

「
ラ
イ
オ
ン
が
檻
を
破
壊
し
よ

う
と
し
て
い
る
」（
楾
大
樹
弁

護
士
）
と
の
言
を
紹
介
。

　
安
倍
首
相
の
改
憲
項
目
は
、

▽
自
衛
隊
明
記
▽
教
育
の
無
償

化
・
充
実
強
化
▽
緊
急
事
態
条

項
▽
参
議
院
の
合
区
解
消
―
の

四
つ
。
自
民
党
憲
法
改
正
推
進

本
部
が
3
月
に
出
し
た
自
衛
隊

明
記
案
は
1
項
2
項
を
残
し
た

上
で
、「
9
条
の
2
」
を
設
け

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
案
は

「
必
要
最
小
限
度
の
実
力
組
織
」

で
は
な
く
、「
必
要
な
自
衛
の

措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
ず
」

と
し
て
お
り
、
憲
法
上
の
縛
り

が
破
壊
さ
れ
て
歯
止
め
を
失
っ

て
い
く
危
険
が
あ
る
。
さ
ら

に
、「
自
衛
隊
」に
関
し
て
内
閣

総
理
大
臣
を
指
揮
監
督
者
と
す

る
以
外
の
中
身
が
書
か
れ
て
お

ら
ず
、
し
か
も
「
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と
し
て
憲

法
で
抑
制
し
て
い
な
い
こ
と
。

「
国
会
の
承
認
そ
の
他
の
統
制

に
服
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
及
び
」
で
は
な
い
た
め
国
会

承
認
が
必
須
で
な
い
こ
と
、
な

ど
の
問
題
を
指
摘
し
た
。

　
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て

も
、
諸
外
国
で
は
緊
急
時
に
超

法
規
的
措
置
を
取
り
が
ち
な
国

家
権
力
を
事
前
に
縛
っ
て
お
く

こ
と
に
要
諦
が
あ
る
が
、
自
民

党
案
は
真
逆
で
あ
り
、
い
か
に

し
て
政
府
の
権
限
を
強
化
す
る

か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

最
大
の
警
戒
が
必
要
だ
と
し
た
。

　
参
院
の
合
区
問
題
は
本
来
、

基
本
的
人
権
と
代
表
民
主
制
が

問
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
の
に
、

与
党
議
員
の
議
席
を
守
る
た
め

に
合
区
を
解
消
し
よ
う
と
い
う

政
策
だ
と
批
判
。
高
等
教
育
の

無
償
化
に
つ
い
て
は
す
で
に

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
お
り
、

「
充
実
強
化
」
を
あ
え
て
憲
法

で
い
う
必
要
性
は
ま
っ
た
く
な

い
と
し
た
。

　
国
民
投
票
法
に
よ
れ
ば
、
憲

法
改
正
の
発
議
か
ら
60
日
以
降

1
8
0
日
以
内
で
国
民
投
票
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
安

倍
首
相
の
明
言
し
た
2
0
2
0

年
施
行
で
あ
れ
ば
1
年
以
内
に

国
民
投
票
が
行
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
発
議
は
国
会
内
の
議

論
で
あ
り
、
私
た
ち
に
止
め
る

手
立
て
は
な
い
。
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
、
そ
の
内
容
を
勉

強
し
、
一
人
ひ
と
り
が
手
の
届

く
範
囲
で
声
掛
け
を
し
て
、
国

民
投
票
で
意
思
表
示
し
て
い
く

こ
と
だ
と
訴
え
た
。

　
講
演
後
の
総
会
で
は
、
京
都

協
会
で
集
約
し
た
改
憲
に
反
対

す
る
署
名
4
1
3
筆
を
5
月
末

に
保
団
連
を
通
じ
て
国
会
に
提

出
す
る
こ
と
を
報
告
。
医
療
関

係
の
団
体
で
大
き
な
動
き
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
提
起
し

た
。 

講
演
す
る
田
崎 

基 

氏

で
き
る
わ
け
が
な
い
。
大
変
難

し
い
問
題
で
行
政
も
苦
慮
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
問
題

に
対
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が

出
て
こ
な
い
。
我
々
が
医
療
提

供
体
制
を
描
く
立
場
に
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
行
政
か
ら
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
が
出
て
こ
な
い
以

上
、
誰
も
動
け
な
い
ま
ま
で
、

そ
れ
が
歯
が
ゆ
い
と
述
べ
た
。

地
域
ご
と
に
必
要
な

枠
組
み
を

　
地
域
医
療
を
守
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
。
行
政
に
も

本
気
で
考
え
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
し
、
そ
の
た
め
の
協
力
は

惜
し
ま
な
い
と
し
、
実
際
の
と

こ
ろ
、
行
政
の
人
た
ち
だ
け
で

は
、
医
療
提
供
の
細
か
い
部
分

ま
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
だ
ろ

う
。
行
政
が
財
政
の
み
で
判
断

し
た
場
合
、
非
採
算
の
地
域
で

あ
れ
ば
撤
退
な
ど
の
効
率
化
の

提
案
し
か
出
て
こ
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
場

で
医
療
を
担
っ
て
い
る
医
師
や

保
健
師
な
ど
と
議
論
を
重
ね
る

必
要
が
あ
る
と
し
た
。
そ
の
う

え
で
こ
の
地
域
に
必
要
な
医

療
・
介
護
の
提
供
体
制
の
枠
組

を
形
づ
く
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

我
々
医
療
提
供
者
が
そ
の
枠
の

中
に
必
要
な
医
療
を
提
案
し
埋

め
込
ん
で
い
く
仕
事
が
で
き
る

だ
ろ
う
。「
今
さ
え
し
の
げ
れ

ば
よ
い
」
と
い
う
よ
う
な
も
の

で
な
く
、
永
続
性
を
持
た
せ
る

体
制
が
必
要
だ
と
述
べ
た
。

囲
を
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
で
固

め
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
可

能
だ
と
考
え
る
。
職
種
を
超
え

て
地
域
医
療
を
支
え
る
者
た
ち

の
思
い
は
「
患
者
さ
ん
を
何
と

か
助
け
た
い
」
と
い
う
こ
と

だ
。
行
政
と
手
を
携
え
て
、
こ

の
地
域
の
医
療
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
述
べ
た
。

　
す
で
に
10
年
前
に
こ
の
病
院

は
地
域
の
た
め
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク

ス
を
宣
言
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
眼
の
前
に
は
超
高
齢
社
会

と
い
う
現
実
が
あ
る
。
当
院
が

急
性
期
だ
け
で
な
く
、
ケ
ア

ミ
ッ
ク
ス
化
し
た
医
療
・
介
護

施
設
で
あ
る
こ
と
を
地
域
の
人

た
ち
に
広
く
周
知
し
、
地
域
医

療
支
援
病
院
と
し
て
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
医
療
展
開

と
他
の
医
療
、
介
護
施
設
等
と

の
連
携
を
図
り
、
切
れ
目
の
な

い
医
療
・
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
い
と
し
た
。

人
材
確
保
と
医
師
キ
ャ

リ
ア
の
矛
盾
を
指
摘

　
ま
た
、
医
師
偏
在
問
題
に
関

連
し
、
京
都
府
地
域
医
療
確
保

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、
学
生

に
し
っ
か
り
と
奨
学
金
の
意
図

が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
。
こ
の
間
、
受
け
入
れ
た
6

人
の
研
修
医
の
う
ち
3
人
が
こ

の
制
度
を
利
用
。
当
院
は
奨
学

金
免
除
対
象
と
な
る
地
域
医
療

機
関
で
は
な
い
と
説
明
し
た

が
、
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
と
事
例
を
紹
介
し
た
。

　
学
生
に
し
て
み
れ
ば
研
修
医

い
る
か
を
落
と
し
込
み
、
不
足

し
て
い
る
分
野
を
洗
い
出
す
作

業
が
必
要
で
は
な
い
か
。
門
阪

氏
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

が
、
多
職
種
と
連
携
し
、
行
政

を
巻
き
込
ん
で
作
り
あ
げ
て
い

く
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
と

し
た
。

病
診
連
携
推
進
も

行
政
が
要

　
ま
た
、
国
は
地
域
で
在
宅
医

療
を
進
め
ろ
と
い
う
が
、
例
え

ば
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
で
在
宅
を
成
り
立
た
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
認
知
症
の

患
者
さ
ん
の
問
題
も
あ
る
。
開

業
医
が
中
心
と
な
り
在
宅
医
療

を
提
供
す
る
中
で
、
当
院
と
連

携
し
、
月
に
一
度
は
当
院
で
も

訪
問
看
護
師
を
派
遣
す
る
こ
と

な
ど
は
可
能
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
連
携
の
絵
を
同

じ
事
業
所
で
あ
る
当
院
が
描
い

て
は
摩
擦
し
か
起
き
な
い
と
述

べ
、
や
は
り
、
行
政
で
描
い
て

ほ
し
い
と
強
調
し
た
。

　
幸
い
山
城
南
医
療
圏
に
は
、

地
域
の
全
体
を
把
握
し
て
い
る

保
健
師
が
い
る
。
医
療
資
源
の

不
足
を
ど
う
し
て
い
く
か
考
え

る
際
に
は
、
保
健
師
と
開
業
医

が
中
心
と
な
り
、
そ
の
後
方
支

援
に
我
々
の
よ
う
な
病
院
、
周

れ
以
上
人
口
減
少
が
進

め
ば
、
自
治
体
消
滅
に

な
り
か
ね
な
い
と
考
え

て
い
る
と
し
た
。
し
か

し
、
多
く
の
医
療
機
関

は
民
営
で
あ
り
、
人
の

い
な
い
と
こ
ろ
で
開
業

が
終
了
し
、
そ
こ
か
ら
ど
う

い
っ
た
専
門
を
選
択
す
る
か
、

自
分
は
ど
う
い
う
医
療
を
行
い

た
い
の
か
、
自
身
の
医
師
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
。
い
わ
ば
、
伸

び
盛
り
の
こ
ろ
だ
。
新
専
門
医

制
度
も
始
ま
っ
て
い
る
中
、
奨

学
金
を
借
り
た
の
だ
か
ら
地
方

の
医
療
機
関
に
行
き
な
さ
い
と

言
わ
れ
て
も
、
自
身
の
や
り
た

い
専
門
の
指
導
医
が
い
な
け
れ

ば
、
そ
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
酷
で
は
な

い
か
と
述
べ
た
。
医
師
に
対
し

て
地
方
に
行
け
と
い
う
の
で
は

な
く
、
対
象
地
域
の
病
院
に
対

し
て
、
人
材
確
保
の
た
め
に
一

定
の
給
与
補
て
ん
な
ど
を
行
っ

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

提
案
し
た
。

少
し
変
え
て
み
て
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
と
考
え
、
市
町
村
が

責
任
主
体
と
な
る
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
研
修
と
指
導
の
分

野
で
、
そ
こ
に
医
師
会
も
参
加

し
、
よ
り
行
政
と
密
な
関
係
を

築
き
上
げ
な
が
ら
、
個
々
の
課

題
に
つ
い
て
も
議
論
を
重
ね
て

い
け
れ
ば
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
医
師
偏
在
問
題
に
つ

い
て
、
山
城
北
医
療
圏
の
医
師

数
は
潤
沢
で
は
な
く
、
全
国
平

均
以
下
だ
と
指
摘
。
特
に
病
院

の
小
児
科
勤
務
医
は
減
少
傾
向

で
、
病
院
も
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
私
見
だ
が
、
開

業
医
も
も
う
少
し
増
え
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
と
述
べ

た
。
2
0
2
5
年
の
在
宅
医
療

問
題
に
つ
い
て
京
都
府
は
病
院

の
訪
問
看
護
を
あ
て
が
う
な
ど

と
方
針
を
出
し
て
い
る
が
、
病

院
に
余
裕
が
あ
る
と
も
思
え
な

い
と
し
た
。
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ＤＣゴールドカードのご案内
京都クレジットサービス㈱と提携しているゴールドカードは、京
都府保険医協会の会員は個人・家族・法人カードとも年会費は永
久無料です。有利な特典も備えています。
ぜひご加入下さい。
※詳細は本紙に同封している案内チラシをご参照下さい。

年会費 永久無料

協
力
税
理
士
と
意
見
交
換

 

最
近
の
医
業
経
営
や
雇
用
管
理
で

　
協
会
は
、
4
月
18
日
に
協
会
事
業
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
5
人
の
税
理
士
と
懇
談
し
、
①
17
年
分
確
定
申

告
の
状
況
②
17
年
度
税
務
調
査
の
動
向
③
最
近
の
雇
用

問
題
に
か
か
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
―
を
中
心
に
意
見
交
換

し
た
。
ま
た
、
協
会
の
共
済
制
度
へ
の
理
解
お
よ
び
会

員
か
ら
の
相
談
時
に
お
け
る
体
制
や
各
種
講
習
会
等
の

事
業
に
つ
い
て
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。
税
理
士

か
ら
の
主
な
報
告
は
、
以
下
の
通
り
。

経
営
は
二
極
化

　
17
年
分
の
確
定
申
告
の
状
況

と
し
て
は
、
京
都
市
内
の
医
療

機
関
で
は
収
入
の
伸
び
悩
み
が

見
受
け
ら
れ
る
一
方
で
、
北
部

等
で
は
堅
調
な
医
療
機
関
も

あ
っ
た
。
内
科
・
小
児
科
等
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
増
え
、
自
由

診
療
収
入
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
院
外
処
方
や
後
発
品

使
用
促
進
で
、
社
会
保
険
診
療

収
入
が
5
千
万
円
前
後
に
な
る

開
業
医
で
、
実
額
計
算
か
措
置

法
26
条
か
を
判
定
す
る
際
に
気

を
遣
う
場
面
が
増
え
て
き
た
。

本
業
の
医
業
経
営
が
問
題
と
い

う
よ
り
、
一
般
家
庭
よ
り
も
負

担
が
大
き
く
な
り
が
ち
な
住
宅

購
入
費
や
教
育
費
等
の
資
金
繰

り
に
注
意
が
必
要
。

相
続
の
税
務
調
査
で
は

名
義
預
金
が
争
点

　
税
務
調
査
で
は
、
調
査
員
の

人
数
が
減
り
、
開
業
し
て
10
年

経
っ
て
も
調
査
が
な
か
っ
た

り
、
調
査
官
一
人
の
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
民
泊
増
加
の
影
響
に

よ
り
、
内
装
業
者
等
の
他
業
界

の
調
査
は
増
え
て
い
る
傾
向
に

あ
る
。
相
続
の
税
務
調
査
で

は
、
配
偶
者
の
財
産
に
着
目
さ

れ
名
義
預
金
に
つ
い
て
細
か
な

調
査
が
あ
っ
た
。

雇
用
環
境
を
充
実
し

人
材
確
保
を

　
最
近
は
、
職
員
か
ら
有
給
休

暇
の
取
得
を
求
め
ら
れ
、
対
応

を
迫
ら
れ
る
医
療
機
関
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
パ
ー
ト
職
員
で

も
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
こ
と

や
場
合
に
よ
っ
て
は
就
業
規
則

の
作
成
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

る
。
人
手
不
足
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
中
、
人
材
を
確
保
し
、
ト

ラ
ブ
ル
を
事
前
に
予
防
す
る
た

め
に
も
、
医
療
機
関
は
自
院
の

雇
用
管
理
を
整
備
・
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
、「
今
年
か
ら
変
更

さ
れ
た
医
療
費
控
除
に
つ
い

て
、
医
療
費
の
領
収
書
、
医
療

費
の
お
知
ら
せ
・
通
知
書
、
医

療
費
控
除
の
明
細
書
等
の
言
葉

の
錯
綜
が
見
ら
れ
た
」「
医
療

法
人
化
は
、
目
の
前
の
節
税
に

捉
わ
れ
ず
長
期
的
視
野
で
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
。
仮
に
、
収

入
の
ピ
ー
ク
か
ら
2
〜
3
割
収

入
が
落
ち
て
も
節
税
効
果
が
あ

る
と
判
断
で
き
る
時
に
し
か
、

顧
問
先
に
は
法
人
化
を
勧
め
て

い
な
い
」「
昨
年
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
税
特

別
徴
収
額
の
決
定
通
知
書
は
、

黒
塗
り
し
て
コ
ピ
ー
を
取
り
、

原
本
は
持
た
な
い
よ
う
に
対
応

し
た
」
等
の
報
告
・
意
見
が
出

さ
れ
た
。

医院・診療所での 接遇マナー研修会
日　時 7月26日（木）午後 2時～午後 4時
講　師 ㈱JAPAN・SIQ協会　谷　洋子氏
参加費 お一人1,000円　※当日徴収
場　所 京都府保険医協会・会議室
定　員 60人  
※ 要申込。定員に達し次第、締め切りま
す。定員に達し受付できない場合の
み、ご連絡いたします。

協　賛 有限会社アミス

寺
町
通

川
端
通

木
屋
町
通

河
原
町
通

三条通

二条通

御池通地下鉄東西線
京都市役所前駅

京
阪
三
条

日 時

場 所

定 期 総 会第71回
（第195回定時代議員会合併）

7月29日（日）午後2時～7時30分
京都ホテルオークラ4階 「暁雲」（京都市中京区河原町御池）

※ 各種ご参加は、6月中旬にお送りし
た往復ハガキにてお知らせ下さい。

参加費

演 者

演 題 ゴリラから見た
人間の健康社会
京都大学総長　山極 寿一 氏

演奏　岸本 寿男 氏

共催 （有）アミス

会員 1,000円　 家族・従事者 5,000円

（尺八奏者：元国立感染症研究所室長・現岡山県環境保健センター所長 ）
福引き

（株）アミスセレクト、東北被災地
支援物産展も行います※ジャズスタンダード曲等を演奏

講演要旨：人間は、ゴリラやチンパンジーとの共通祖先と
分かれてから、繁殖力や共感力を高めて家族と共同体から
なる重層社会を作ってきた。しかし、近年の急激な人口増
加と少子化、情報通信技術の発達によって、身体や心と環
境のミスマッチが生じている。そこで、人間の進化の歴史
を振り返って、ゴリラの目から現在の人間の暮らしを見つ
めなおしてみることにする。そこに、人間にとって健康で
豊かな未来の姿を見つけられれば幸いである。

第195回定時代議員会合併

2017年度活動報告ならびに決算報告
2018年度活動方針（案）ならびに予算（案）
※ 総会議案書は 7月中旬にお届けします。当日ご持参下さい。

申込締切は
7月20日（金）

午後
2時 ～4時

総　 会

講演会
午後4時15分
 ～5時30分

懇親会
午後5時40分
～7時30分

中級コース

初級：9月27日（木）　中級：11月14日（水）
 （各日午後 2時～ 4時）

今後の予定

　
元
京
都
府
保
険
医
協
会
理

事
の
早
川
一
光
先
生
（
94

歳
、
西
陣
）
が
、
6
月
2
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
早

川
先
生
は
、
1
9
5
4
年
〜

55
年
度
ま
で
協
会
理
事
と
し

て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
お
亡
く
な
り
に

な
る
ま
で
「
九
条
の
会
ア

ピ
ー
ル
」
を
支
持
す
る
京
都

医
療
人
の
会
、「
社
会
保
障

基
本
法
」
立
法
化
を
求
め
る

会
の
呼
び
か
け
人
と
し
て
協

会
の
運
動
を
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
の
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

早
川
一
光
先
生
が
ご
逝
去

人気の研修会で
す。お早めにお
申込み下さい。
キャンセルされ
る場合は、事前
にご連絡下さい。
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【
2
0
1
8
年
改
定
関
連
】
感
染
症
免
疫
学
的
検
査
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
①
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ

ウ
イ
ル
ス
抗
原
定
性
は
、
6
歳

未
満
の
当
該
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
疑
わ
れ
る
患
者
で
あ
っ
て
画

像
診
断
に
よ
り
肺
炎
が
強
く
疑

わ
れ
る
患
者
を
対
象
と
し
て
測

定
し
た
場
合
に
の
み
算
定
で
き

た
が
、
18
年
改
定
で
算
定
要
件

に
変
更
が
あ
っ
た
の
か
。

　
②
グ
ロ
ブ
リ
ン
ク
ラ
ス
別
ウ

イ
ル
ス
抗
体
価
の
ヒ
ト
パ
ル
ボ

ウ
イ
ル
ス
Ｂ
19
は
、
紅
斑
が
出

現
し
て
い
る
妊
婦
を
対
象
と
し

て
Ｉ
ｇ
Ｍ
型
ウ
イ
ル
ス
抗
体
価

（
80
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
脱
水
症
・
腎
前
性
腎
不
全
・

心
房
細
動
と
診
断
さ
れ
た
患
者

が
入
院
。
転
倒
の
危
険
性
が
疑

わ
れ
る
こ
と
か
ら
ナ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
隣
接
し
て
い
る

観
察
室
で
の
管
理
と
な
り
、
セ

ン
サ
ー
マ
ッ
ト
を
設
置
し
、
心

電
図
モ
ニ
タ
ー
を
装
着
し
た
。

た
だ
し
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
に

関
し
て
は
、
医
師
の
指
示
で
は

な
く
看
護
師
の
判
断
で
装
着
し

た
。
翌
日
、
家
族
が
見
舞
い
に

来
た
際
は
、
セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト

脳
症
と
な
り
意
識
が
戻
ら
な
い

ま
ま
Ｉ
Ｃ
Ｕ
管
理
と
な
っ
た
。

患
者
は
い
つ
死
亡
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

患
者
発
見
時
に
は
セ
ン
サ
ー

マ
ッ
ト
は
オ
フ
の
ま
ま
で
、
心

電
図
モ
ニ
タ
ー
も
患
者
が
取
り

外
し
て
お
り
装
着
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
が

外
れ
た
際
に
、
ア
ラ
ー
ム
が

鳴
っ
た
は
ず
だ
が
、
看
護
師
は

誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
。ま
た
、

心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
デ
ー
タ
は

保
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
患
者
側
は
セ
ン
サ
ー
マ
ッ
ト

や
心
電
図
を
適
切
に
取
り
扱
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

に
、
文
書
で
医
療
機
関
側
の
管

理
ミ
ス
を
主
張
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
は
過
誤
を
否
定

し
、そ
の
見
解
は
以
下
の
通
り
。

①
検
査
の
結
果
、
ジ
ギ
タ
リ
ス

中
毒
で
あ
っ
た
こ
と
が
事
故
後

に
判
明
し
て
お
り
、
不
整
脈
・

心
停
止
は
可
能
性
と
し
て
あ
り

得
る
②
入
院
当
時
は
食
事
・
ト

イ
レ
等
は
自
立
で
き
て
お
り
、

バ
イ
タ
ル
指
示
は
3
検
状
態

で
、
一
般
病
棟
管
理
と
し
、
看

護
体
制
と
し
て
セ
ン
サ
ー
マ
ッ

ト
設
置
を
転
倒
リ
ス
ク
予
防

に
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
を
心
房

細
動
管
理
目
的
と
し
て
装
着
し

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
突

然
の
心
停
止
を
予
想
し
た
上
で

の
対
策
で
は
な
か
っ
た
③
心
肺

停
止
か
ら
発
見
ま
で
の
時
間

は
、
蘇
生
術
に
よ
り
心
肺
が
再

開
し
た
点
か
ら
臨
床
的
に
推
測

し
て
5
分
〜
10
分
程
度
と
考
え

る
。
し
た
が
っ
て
患
者
に
対
す

る
管
理
を
怠
っ
た
と
は
言
え
な

い
④
発
見
後
の
処
置
に
問
題
は

な
か
っ
た
⑤
心
肺
停
止
と
低
酸

素
脳
症
重
症
度
と
の
因
果
関
係

は
不
明
⑥
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
は

す
で
に
看
護
師
に
よ
っ
て
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
患
者
が

心
停
止
に
至
っ
た
時
点
で
の

デ
ー
タ
は
な
い
が
、
看
護
師
が

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
リ
セ
ッ
ト
し

た
だ
け
で
、
証
拠
隠
滅
の
意
図

は
な
い
。
ま
た
、
医
師
も
患
者

が
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
を
装
着
し

て
い
る
こ
と
を
看
護
師
か
ら
報

告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

モ
ニ
タ
ー
を
見
る
こ
と
も
リ

セ
ッ
ト
し
な
い
よ
う
に
指
示
す

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
管

理
的
な
ミ
ス
は
あ
る
が
医
療
過

誤
で
は
な
い
―
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

10
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
の
主
張
⑥
の
通

り
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
デ
ー

タ
を
消
去
し
た
こ
と
に
悪
意
が

な
か
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る

が
、
患
者
側
に
は
極
め
て
心
証

が
悪
い
。
仮
に
看
護
師
が
独
断

で
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
を
患
者
に

設
置
し
て
い
な
け
れ
ば
、
問
題

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
今
後
の

紛
争
予
防
策
と
し
て
、
看
護
師

が
念
の
た
め
に
モ
ニ
タ
ー
を
設

置
し
た
場
合
は
、
主
治
医
に
必

ず
報
告
す
る
よ
う
に
徹
底
す
べ

き
で
あ
る
。
医
療
過
誤
の
有
無

を
オ
フ
に
し
て
い
た
。

　
家
族
が
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
声
を
か
け
て
帰
宅
し
た
30

分
後
に
、
患
者
が
心
肺
停
止
状

態
で
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
に
座

位
の
体
勢
で
仰
向
き
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
看
護
師
が
発

見
。
医
師
が
蘇
生
を
試
み
た
と

こ
ろ
、
心
肺
は
再
開
し
自
発
呼

吸
も
戻
っ
た
も
の
の
、
低
酸
素

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
76

心
電
図
の
デ
ー
タ
が
な
い
！

を
判
断
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
仮
に
モ
ニ
タ
ー
を
患
者
が

取
り
外
さ
ず
、
心
停
止
直
後
に

心
肺
蘇
生
を
実
行
し
た
場
合

に
、
患
者
の
予
後
に
影
響
が

あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
が
、

デ
ー
タ
が
存
在
せ
ず
断
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
換
言

す
れ
ば
、
低
酸
素
脳
症
に
ま
で

至
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
一
定

の
管
理
ミ
ス
が
認
め
ら
れ
、
医

療
過
誤
が
な
い
と
ま
で
は
断
言

で
き
な
か
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
今
回
の
管
理

ミ
ス
は
必
ず
し
も
賠
償
責
任
ま

で
問
え
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と

を
患
者
側
に
誠
意
を
も
っ
て
説

明
し
た
と
こ
ろ
、
患
者
側
の
ク

レ
ー
ム
が
途
絶
え
て
久
し
く

な
っ
た
た
め
、
立
ち
消
え
解
決

と
み
な
さ
れ
た
。

を
測
定
し
た
場
合
に
算
定
で
き

た
が
、
18
年
改
定
で
算
定
要
件

に
変
更
が
あ
っ
た
の
か
。

　
Ａ
、
①
胸
部
聴
診
所
見
に
よ

り
肺
炎
が
強
く
疑
わ
れ
る
患
者

を
対
象
と
し
て
測
定
し
た
場
合

も
算
定
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
②
妊
婦
に
限
る
制
限
が
削
除

さ
れ
、
紅
斑
が
出
現
し
て
い
る

15
歳
以
上
の
患
者
に
算
定
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

環
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現
在
建
設
が
始
ま
っ
て
い
る

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
磁
気
の

力
で
走
行
す
る
た
め
、
乗
客
の

い
る
車
内
の
空
間
に
も
強
い
磁

場
が
生
じ
る
乗
り
物
だ
。
リ
ニ

ア
は
新
幹
線
の
3
倍
の
電
力
を

必
要
と
し
、
そ
の
分
強
力
な
電

返
し
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
リ
ニ
ア
の
磁
場
は
そ
の
1
万

倍
に
も
な
る
強
さ
だ
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
乗
客
が
ど
れ
だ
け

電
磁
波
を
浴
び
る
の
か
、
Ｊ
Ｒ

東
海
は
住
民
説
明
会
で
具
体
的

な
数
値
を
出
し
て
い
な
い
。
1

回
だ
け
、
ぎ
り
ぎ
り
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
に
影
響
し
な
い
よ
う

な
数
値
を
出
し
た
の
み
な
の
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
、
リ
ニ
ア
の
外
の
電

磁
波
の
問
題
も
あ
る
。
電
力
を

賄
う
た
め
に
、
柏
崎
刈
羽
原
発

か
ら
日
本
で
初
め
て
50
万
ボ
ル

ト
と
い
う
、
高
圧
線
を
設
置
し

た
。
し
か
し
、
高
圧
線
周
辺
で

は
、
常
に
電
磁
波
の
健
康
問
題

が
発
生
す
る
。
し
か
も
リ
ニ
ア

の
電
力
消
費
は
既
存
の
新
幹
線

の
3
倍
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
大
規
模
な
ト
ン
ネ
ル
工
事

で
河
川
の
流
量
減
少
、
発
生
残

土
の
処
理
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。 

　
大
き
な
環
境
破
壊
問
題
を
引

き
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
柏
崎

刈
羽
原
発
の
再
稼
動
な
ど
結
局

事
業
採
算
は
極
め
て
困
難
で
、

運
営
上
の
リ
ス
ク
も
高
く
、
投

資
回
収
も
不
可
能
で
あ
る
。
つ

ま
り
は
採
算
性
も
な
く
決
し
て

安
全
で
も
快
適
で
も
な
い
。
リ

ニ
ア
建
設
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
勇
気
は
こ
の
国
に
は
存
在
し

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

 

（
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会

 

副
理
事
長
　
平
田 

高
士
）

磁
波
を
発
す

る
。
報
告
に
よ

れ
ば
、
実
験
線

の
場
合
、
床
上

で
6
千
〜
4
万
ミ
リ
ガ
ウ
ス

（
国
立
環
境
研
究
所
、
05
年
）

に
も
な
る
。
高
圧
線
な
ど
電
力

設
備
の
電
磁
場
に
つ
い
て
は
4

ミ
リ
ガ
ウ
ス
（
0
・
4
マ
イ
ク

ロ
テ
ス
ラ
）
の
居
住
環
境
で
小

児
白
血
病
が
2
倍
と
す
る
報
告

が
日
本
で
も
出
さ
れ
て
お
り
、

海
外
で
も
同
様
の
レ
ベ
ル
の
電

磁
場
で
同
様
の
リ
ス
ク
が
繰
り

は
国
民
の
健
康

や
生
命
を
重
大

な
危
機
に
さ
ら

し
、
開
業
後
の

リ
ニ
ア
は
公
害
の
デ
パ
ー
ト
？

　
「
六
十
の
手
習
い
」
と
は
、

60
歳
に
な
っ
て
初
め
て
何
か
を

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
若
い
頃

す
で
に
い
ろ
い
ろ
し
て
い
て
中

断
し
た
こ
と
を
定
年
・
年
金
生

活
な
ど
で
時
間
が
で
き
て
再
開

す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。

　
最
近
、
忘
れ
っ
ぽ
く
な
り
、

新
し
い
こ
と
が
な
か
な
か
覚
え

ら
れ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
自
分

の
頭
も
老
化
が
進
行
し
て
し
ま

う
と
、
ふ
と
不
安
に
な
る
。
ラ

ジ
オ
体
操
を
す
る
と
「
体
が
硬

く
な
っ
た
」
と
気
付
く
が
、
し

か
し
全
く
中
止
し
て
し
ま
う
こ

と
は
せ
ず
、
そ
の
程
度
の
筋
ト

レ
で
あ
れ
続
け
る
こ
と
と
な

る
。
頭
が
硬
く
な
っ
て
も
、
ま

だ
ま
だ
脳
ト
レ
を
続
け
ね
ば

と
、
頼
ま
れ
原
稿
や
講
演
は
断

ら
ぬ
こ
と
に
し
て
い
る
。
で
き

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
詠
歌
に
い
そ
し
む

脳トレ歌詠み初め脳トレ歌詠み初め
ナガラ

な
ど
を
開
き
見
た
が
、「
洗
面
」

「
洗
浄
」
を
除
き
歯
が
立
た
な

い
。
そ
こ
で
、
川
端
康
成
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
講
演
「
美
し

い
日
本
の
私
」
で
引
用
し
た
禅

師
の
歌
「
春
は
花　
夏
ほ
と
と

ぎ
す　
秋
は
月　
冬
雪
さ
え
て

冷
し
か
り
け
り
」（
図
右
）
を

暗
記
し
て
創
作
へ
と
は
、「
ほ

と
と
ぎ
す　
い
ず
く
に
あ
り
や

姿
な
く　
初
音
観
せ
ま
し
利
を

導
き
て
」
と
真
似
し
て
詠
歌
し

た
。
山
名
「
仏
徳
山
観
音
導
利

院
興
聖
宝
林
禅
寺
」
か
ら
の
い

わ
ゆ
る
本
歌
取
り
で
は
あ
る

が
、
ま
あ
よ
し
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
禅
師
の
漢
詩
で
は
、

当
時
ま
だ
伏
見
に
あ
っ
た
興
聖

寺
を
越
前
か
ら
懐
か
し
む
「
生

死
憐
れ
む
可
し
休
し
て
ま
た
起

こ
る
、
迷
途
覚
路
夢
中
に
行

く
、
然
り
と
雖
え
ど
も
尚
忘
れ

難
き
事
あ
り
、
深
草
の
閑
居
夜

風
の
声
」
が
有
名
で
あ
る
が
、

漢
詩
ま
で
は
手
が
出
な
い
。

宇田 憲司（宇治久世）

図
：
興
聖
寺
版
納
経
帳

れ
ば
年
に
1
回
く
ら
い
学
会
発

表
や
論
文
執
筆
も
や
り
た
い
も

の
と
気
を
引
き
締
め
て
テ
ー
マ

を
探
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の

原
稿
は
長
文
で
、
か
と
言
っ

て
、
俳
句
・
川
柳
よ
り
も
短
い

5
・
7
、
7
・
7
、
7
・
5
字

で
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
付
題

な
ど
よ
り
、
も
う
少
し
豊
か
な

内
容
を
盛
り
込
む
に
は
、
中

学
・
高
校
時
代
の
国
語
授
業
で

試
み
た
和
歌
作
り
の
、5
・7・

5
・
7
・
7
や
5
・
7
・
5
・

7
・
5
が
よ
か
ろ
う
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
稿
「
私
の
勧

め
る
ナ
ガ
ラ
近
隣
寺
院
観
光
」

で
は
、
宇
治
平
等
院
近
辺
の
寺

院
、
特
に
道
元
禅
師
の
初
開
道

場
、
曹
洞
宗
は
興
聖
寺
の
こ
と

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
堂
内
拝

観
に
は
、
営
繕
志
納
と
し
て
3

0
0
円
、
い
わ
ゆ
る
御
朱
印
が

所
望
で
あ
れ
ば
奉
納
料
3
0
0

円
で
、
寄
進
袋
に
名
前
を
書
き

ベ
ル
を
鳴
ら
す
と
、
僧
堂
の
奥

か
ら
和
尚
が
応
対
に
出
て
き
て

書
写・奉
納
と
な
る
（
図
左
）。

そ
こ
で
、
盆
と
師
走
く
ら
い
は

喜
捨
を
は
ず
ん
で
、「
盆
の
鐘　

棚
経
師
走
る　
励
ま
し
と
響
く

は　
四
苦
吐
く　
某
ぼ
ん
坊
ぼ

ん
ぼ
凡
盆
」
な
ど
記
入
し
て
字

余
り
な
が
ら
、
4
9
8
9
円
喜

捨
し
た
と
こ
ろ
、
道
元
禅
師
坐

像
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
付
き
覗

拝
手
首
数
珠
を
貰
っ
た
こ
と
も

あ
る
。

　
寺
庭
で
は
、
頑
張
っ
て
暗
記

し
た
十
三
仏
真
言
を
唱
え
る
。

池
傍
の
廊
下
や
本
堂
前
廊
下
で

は
坐
っ
て
深
呼
吸
計
1
0
8

回
、
知
祠
堂
で
は
、
妙
法
蓮
華

経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
偈
や
大

悲
心
陀
羅
尼
、
開
山
堂
で
は
般

若
心
経
、修
証
義
を
唱
え
る
が
、

上
記
の
経
文
で
暗
記
し
て
い
る

の
は
般
若
心
経
2
6
6
文
字
く

ら
い
で
あ
る
。
堂
内
一
回
り
に

は
2
時
間
ほ
ど
か
か
る
が
、
よ

き
時
を
過
せ
ば
、「
霧
の
中
を

行
け
ば
覚
え
ざ
る
に
衣
し
め

る
」
と
気
分
も
よ
く
な
っ
て
電

動
自
転
車
で
帰
宅
す
る
。

　
道
元
禅
師
の
書
籍
か
ら
も
何

か
暗
記
し
よ
う
と『
正
法
眼
蔵
』
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◇
違
法
性
の
判
断
基
準
は

　
一
律
に
そ
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
、
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
具
体
的
な
基
準
と

し
て

　
①
業
務
上
の
必
要
性
に
基
づ

か
な
い
も
の

　
②
退
職
強
要
目
的
な
ど
不
当

な
動
機
・
目
的
に
基
づ
き
な
さ

れ
て
い
る

　
③
職
員
に
対
し
て
通
常
甘
受

す
べ
き
程
度
も
超
え
る
不
利
益

を
与
え
て
い
る

　
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
結
局
の

と
こ
ろ
社
会
通
念
に
照
ら
し
、

個
々
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
い
く
ら
目
的
が
正
当
で
も
、

そ
の
手
段
が
不
相
当
な
も
の
で

あ
れ
ば
違
法
と
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
裁
判
例
で
は

　
①
過
度
に
感
情
的
に
な
っ
て

い
な
い
か

　
②
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な

言
動
を
行
っ
て
い
な
い
か

　
③
他
の
職
員
の
前
で
晒
し
者

に
し
て
い
な
い
か
（
メ
ー
ル
で

Ｃ
Ｃ
を
付
け
て
一
斉
送
信
す
る

こ
と
も
）

　
な
ど
と
い
っ
た
点
を
重
視
し

て
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
◇
使
用
者
の
安
全
配
慮
義
務

　「
使
用
者
は
、労
働
契
約
に
伴

い
、労
働
者
が
そ
の
生
命
、身
体

等
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
労
働

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、必

要
な
配
慮
を
す
る
」（
労
働
契
約

法
第
5
条
）こ
と
。職
員
に
と
っ

て
働
き
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ

う
配
慮
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
被
害
を
受
け
た
と
言
う
職
員

の
心
情
を
考
慮
す
べ
き
で
す

が
、
そ
の
主
観
の
み
を
過
大
に

評
価
す
べ
き
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
職
場
に
お
け
る
い
じ
め
・
パ

ワ
ハ
ラ
は
、
目
撃
者
や
証
拠
が

な
い
場
合
も
多
く
、
事
実
認
定

の
際
に
は
、
当
事
者
の
供
述
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多

く
、
慎
重
に
吟
味
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
使
用
者
が
と
る
べ

き
具
体
的
措
置
と
し
て
、
迅
速

か
つ
積
極
的
に
実
態
を
で
き
る

だ
け
詳
細
に
把
握
す
る
、
そ
し

て
場
合
に
よ
っ
て
は
、
防
止
策

や
被
害
者
へ
の
謝
罪
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
◇
日
常
的
に
は

　
①
使
用
者
と
し
て
目
指
す
方

向
を
明
確
に
し

　
②
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
な
す

べ
き
こ
と
を
具
体
的
に
設
定
し

て
（
分
担
と
責
任
）

　
③
そ
の
達
成
を
支
援
し
、
優

れ
て
い
る
点
を
評
価
し
、
改
善

点
が
あ
れ
ば
指
導
、
援
助
す
る

　
以
上
の
こ
と
を
徹
底
す
る
こ

と
が
、
職
員
の
育
成
、
そ
し
て

集
団
と
し
て
機
能
さ
せ
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
日
常
的
に

作
っ
て
い
く
基
礎
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
標
高
3
2
5
0
ｍ
の
元が

ん
そ
む
ろ
祖
室

・
天
拝
宮
に
着
く
（
写
真
）。

こ
こ
に
江
戸
時
代
に
富
士
山
巡

礼
の
火
付
け
役
と
な
っ
た

食じ
き
ぎ
ょ
う
み
ろ
く

行
身
禄
が
祭
ら
れ
て
お
り
、

巡
礼
登
山
の
聖
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
富
士
山
五
合
目
以

上
に
存
在
す
る
社
殿
は
頂
上
の

久
須
志
神
社
、
浅
間
大
社
奥
宮

と
こ
の
富
士
山
天
拝
宮
の
三
カ

所
の
み
で
あ
る
。
同
名
の
山
小

屋
も
あ
る
。

　
古
代
よ
り
、
富
士
山
の
神
々

し
い
ま
で
の
秀
麗
な
姿
は
神
霊

の
宿
る
霊
峰
と
さ
れ
畏
敬
、
崇

拝
の
対
象
で
あ
り
、
ま
た
幾
度

と
な
く
激
し
い
噴
火
を
繰
り
返

し
荒
々
し
く
火
の
神
が
猛
威
を

示
し
畏
怖
を
与
え
る
「
荒
ぶ
る

山
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き

た
。
永
ら
く
、
麓
に
て
祭
祀
が

行
わ
れ
、
は
る
か
に
そ
の
姿
の

見
え
る
場
所
か
ら
遙
拝
さ
れ
て

き
た
が
、
時
代
が
下
り
、
仏
教

の
教
え
が
広
ま
る
と
と
も
に
、

修
験
道
な
ど
の
影
響
を
強
く
受

け
、
修
行
を
通
し
て
超
自
然
的

な
験
力
を
得
た
い
が
た
め
に
、

室
町
時
代
に
は
庶
民
の
間
で
も

信
仰
登
山
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
狭
義
の
富
士
講
は
、
戦
国
時

代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
富
士

山
麓
の
人ひ

と
あ
な穴（
富
士
宮
市
）で
修

業
し
た
長
谷
川
角
行
（
1
5
4

1
〜
1
6
4
6
、1
0
5
歳
!?
）

と
い
う
修
験
者
の
流
れ
を
く
む

行
者
に
よ
っ
て
創
唱
さ
れ
、
そ

の
一
派
が
継
承
し
た
富
士
信
仰

に
由
来
す
る
。

　
角
行
は
元
亀
3（
1
5
7
2
）

年
に
初
め
て
の
富
士
登
山
を
北

口
（
吉
田
口
）
か
ら
行
っ
た
。

天
和
6
年
江
戸
に
「
ツ
キ
タ
オ

シ
」
と
い
う
奇
病
が
流
行
し
、

3
日
で
1
千
人
の
死
者
を
出
す

中
で
、
角
行
は
風ふ
先せ

ぎ

と
い
う

信
仰
を
共
に
す
る
小
規
模
の
師

弟
集
団
だ
っ
た
が
、
角
行
か
ら

数
え
て
五
世
と
な
る
月
行
は
、

正
統
の
法
派
を
継
い
だ
月
心
に

対
し
て
別
流
と
し
て
独
立
し

た
。彼
は
伊
藤
身
禄（
1
6
7
1

〜
1
7
3
3
）に
出
会
い
、熱
心

に
富
士
信
仰
の
道
を
説
き
、
深

も
に
質
素
な
暮
ら
し
を
始
め
た
。

　
当
時
華
や
か
な
正
統
派
の
「
大
名
（
村
上
）
光
清
」
に
対

し
て
「
乞
食
身
禄
」
と
ま
で
言

わ
れ
な
が
ら
も
、
四
民
平
等
・

男
女
平
等
・
勤
勉
力
行
・
諸
事

倹
約
等
、
道
徳
規
範
を
中
心
に

富
士
信
仰
を
説
い
た
。
享
保
18

（
1
7
3
3
）年
6
月
10
日
、
63

歳
の
時
、
社
の
脇
の
烏え

ぼ
し
い
わ

帽
子
岩

の
岩
窟
で
、
富
士
の
雪
水
を
飲

む
だ
け
の
断
食
瞑
想
に
入
り
、

31
日
後
に
入
定
（
入
定
と
は
、

断
食
し
て
絶
命
し
ミ
イ
ラ
と
な

る
行
為
）
し
、
即
身
仏
に
な
っ

た
。
当
時
、
相
次
い
で
起
こ
っ

た
西
国
の
大
飢
饉
や
物
価
の
高

騰
、
米
問
屋
の
買
占
め
で
江
戸

が
未
曾
有
の
米
不
足
と
な
り
、

一
揆
、
打
ち
こ
わ
し
な
ど
の
社

会
的
不
安
が
起
こ
っ
て
い
た
時

代
で
あ
っ
た
。
身
禄
が
生
ま
れ

変
わ
っ
て
万
民
を
救
済
し
た
い

と
行
っ
た
、
最
後
に
し
て
最
大

の
修
行
が「
入
定
」な
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
大
名
・
富
裕
層
か
ら

の
支
持
が
篤
い
村
上
派
と
の
差

を
痛
感
し
た
彼
の
起
死
回
生
の

策
だ
と
の
意
地
悪
い
意
見
も
あ

る
が
、
身
禄
入
定
の
話
は
江
戸

御
符
を
授
け
祈
祷
の
力
に
よ
っ

て
多
く
の
患
者
の
命
を
救
っ
た

と
言
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

江
戸
の
多
く
の
人
々
に
富
士
信

仰
が
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
角
行
の
思
想
は
既
存
の
宗

教
勢
力
に
属
さ
な
い
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
は
ま
だ

富
士
講
の
組
織
は
存
在
せ
ず
、

く
感
銘
を
受
け
た
身
禄
は
、
1

6
8
8
年
、
月
行
の
弟
子
と
な

り
行
商
で
身
を
た
て
つ
つ
信
仰

を
深
め
て
い
っ
た
。
や
が
て
身

禄
は
元
来
の
勤
勉
実
直
さ
に
よ

り
莫
大
な
資
産
を
築
い
た
が
、

60
歳
の
時
、
全
財
産
を
残
ら
ず

使
用
人
に
分
か
ち
与
え
、
自
身

は
行
商
人
に
戻
り
、
妻
子
と
と

　「
開
業
以
来
3
年
の
勤
務
歴
、
50
歳
前
の
職
員
か
ら
、
パ

ワ
ハ
ラ
に
よ
り
適
応
障
害
と
な
り
、
勤
務
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
、
年
休
の
消
化
、
離
職
理
由
を
医
院
都
合
に
よ
る
と
す

る
こ
と
、
解
決
金
と
し
て
給
料
の
3
カ
月
分
を
求
め
る
文
書

が
診
断
書
と
と
も
に
送
付
さ
れ
て
き
た
。
解
決
金
は
今
月
末

ま
で
に
振
り
込
む
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
後
輩
職
員
へ
の

対
応
が
き
つ
い
の
で
主
任
が
注
意
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

の
こ
と
」。
こ
の
よ
う
な
相
談
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ど

う
考
え
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

　
協
会
の
制
度
融
資（
開
業
医
・
病
院
・
勤
務
医
融
資
）新
規
借
入
分
の
利
率
に
つ
い
て
は
、

毎
年
6
月
1
日
、
12
月
1
日
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
6
月
〜
11
月
度
金

融
共
済
委
員
会
決
定
分
の
利
率
は
左
表
の
通
り
。
新
規
の
取
扱
い
は
京
都
銀
行
の
み
。
融
資

ご
利
用
に
関
し
て
は
、
協
会
経
営
部
会
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

新
規
借
入
の
上
半
期
利
率
決
ま
る

京都府保険医協会融資斡旋利率表
2018年 6 月～11月委員会決定分

種別 制 度 名 限度額
（万円）

返済期間
（カ年）

利率
（年％）

開
業
医
融
資

設 備 資 金 13,000 20 0.60

長 期 運 転 資 金 1,000 5 0.60

中 期 運 転 資 金 1,000 3 0.60

短 期 運 転 資 金 1,000 1 0.60

子 弟 教 育 資 金 3,000 10 0.60

病院
融資

病 院 設 備 資 金 50,000 20 0.70

病 院 運 転 資 金 3,000 3 0.60

勤
務
医
融
資

新 規 開 業 資 金 10,000 20 0.30

勤務医子弟教育資金 2,000 10 0.60

勤務医生活安定資金 500 3 0.60

引
き
続
き
低
利
で
斡
旋

　新規開業資金融資の下限金利を0.3％まで引き下げ、協会の斡旋手数料無料にて、
ご開業を全面的にバックアップします！！
　新規開業をご予定の先生は、この機会にぜひお申込み下さい。
利　率：0.30％（2018年11月委員会決定分まで） ※12月１日付で利率を見直します。

期　間：2018年 6月～2019年 5月委員会決定分まで　　斡旋手数料：無料

金利・手数料優遇キャンペーン実施中
“新規開業資金”

庶
民
の
心
を
強
く
捉
え
、
身
禄

は
救
世
主
、
教
祖
的
な
存
在
と

し
て
、
現
世
に
不
満
を
抱
く
人

々
か
ら
熱
狂
的
な
支
持
を
受
け

た
。
富
士
山
信
仰
に
お
け
る
富

士
道
中
興
の
元
祖
、
す
な
わ
ち

元
祖 

食
行
身
禄
（
行
名
は
断

食
行
か
ら
）
と
称
え
ら
れ
「
身

禄
講
に
非
ざ
れ
ば
富
士
講
に
非

ず
」
と
さ
え
言
わ
れ
る
ほ
ど
に

な
っ
た
。

※ 

本
紙
3
0
2
6
号
の
質
問
を
再
掲
し
、
回
答
の
続
き
を
掲

載
し
ま
す
。

７月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（日）

９日
（月）

10日
（火） 労

災

10日
（火）

閉所 ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

富
士
山
信
仰
に
由
来
す
る
富
士
講
（
上
）

八合目、現在（左）と昭和初期の烏帽子岩神社。元
祖室・天拝宮のすぐ横にあり、身禄が入定した地

角
行
像
　
人
穴
で
4
寸
5
分
角
の
角
材
の
上
に
爪

立
ち
し
て
一
千
日
間
の
苦
行
を
実
践
し
た
と
い
う
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知っておきたい
医
院
の
た
め
の
10

桂 

好
志
郎

雇
用
管
理

雇
用
管
理

社
会
保
険

労
務
士

パ
ワ
ハ
ラ
、
増
え
る
申
し
立
て
②

第
9
回

関　浩（宇治久世）

富士山
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